





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５ポンド券 10ポ ド券 20-100ポンド券 200-500ポンド券 1000ポンド券
２８１４５６７ ９１３４４４４ ７８８８８８８ １１１１１１１ 
８ ４ ８ １ 
９０１２３４５６ ４５５５５５５５ ８８８８８８８８ １１１１１１１１ 
１ ３ 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1844 9.263 45.7 5.735 28.3 5.253 
(第３位）
2６ 20.241 
1845 9.698 46.9 6.082 29.3 4.942 23.8 20.722
1846 9.918 48.9 5.7784） 2８５ ４５９０ 22.6 20.286
1847 9.591 50.1 5.498 28.7 4.066 21.2 19.155
１８４８ 8.732 48.3 5.046 27.9 4.307 23.8 18.085
1849 8.692 47.2 5.234 28.5 4.4775） 24.3 18.403
１８５０ 9.164 47.2 5.587 28.8 4.646 2４ 19.389
1851 9.362 48.1 5.554 28.5 4.557 23.4 19.473







28.2 5.541 24.5 
(第２位)最大のあと6）
22.653 
1854 10.565 5１ 5.910 28.5 4.234 20.5 20.709 
1855 10.628 53.6 5.706 28.9 3.459 17.5 19.793
1856 １０．６８０ 54.4 5.645 28.7 3.323 16.9 19.648 
1857 10.659 54.7 5.567 28.6 3.241 16.7 19.467 
230 
l）エンゲルス版ではこの見出しは削除されている。なお，ＭＥＧＡでは，見出
しではなく，一つのパラグラフとされているが，草稿では，左右中央にあり，
見出しとして書かれたことは明らかである。次の「次の表では，１０００以下は
除き，ただ１００万単位で挙げられている｣，という１行は，この見出しの左側
に書き込まれている。
2）「次の表では，１０００以下は除き，ただ１００万単位で挙げられている｡」→
「次の表では，それぞれの年について，公衆の手にあったかぎりでのイングラ
ンド銀行券の年間平均金額が，５ポンド券および１０ポンド券の金額と２０－１００
ポンド券の金額とさらに高額の200-1000ポンド券の金額とに分けて記録され
ており，またこれらの部類のそれぞれが総流通額のうちに占めるパーセンテー
ジも記録されている。金額の単位は１０００ポンドで下の３桁は切り捨ててある｡」
3）「100万単位で挙げられている」－ＭＥＧＡでは，奇妙なことに，１００万の
桁にプンクト（ドイツ語ではコンマ）がつけられていないので，「100万単位
で挙げられている」という文が意味をなさないことになっている。原典の「報
告』ではコンマとなっている。
4）草稿では「5,771」となっており，１８９４年版でもそうなっているが，ＭＥＷ
版で訂正されているように「5,778」が正しい。
5）草稿では「4,777」となっており，１８９４年版でもそうなっているが，ＭＥＷ
版で訂正されているように「4,477」が正しい。
6）「(第２位）最大のあと〔(2'頤）ｎａｃｈＭａｘＪ」－ＭＥＧＡでは，ｎａｃｈが
ａｕｃｈとなっているが，誤解読または誤植である。
7）１８９４年版では，ここに「Ｌ11ページ」と書かれている。ＭＥＷ版では「ＸＸＶＩ
ページ」と訂正されている。なお，１９８４年版では，表の体裁はほぼ草稿のと
おりで，それぞれの数字の前にJeないし％が書かれている。また，エンゲルス
版では，草稿にある「(第３位)｣，「×最大｣，「最大｣，「(第２位)最大のあと」
などの注意書きは削除されている。
国｢銀行券の総量は,’844年以来,実際に減少してきた｡」(|司前，
第７０号｡)')2）
1）「｢銀行券の総量は，1844年以来，実際に減少してきた｡」（同前，第70号｡)」
→「このように，1844年から1857年までに，輸出入によって示された取引額
は２倍以上になったにもかかわらず，流通銀行券の総額は絶対的に減少した｡」
2）エンゲルス版ではここで改行されていない。
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２３１
大部分がこの匡|の小売取引にはいるＭ５ポンド券と１０ポンド券という
小額銀ｲ丁券は，」この幻表が不すように，1844年の9,263,000ポンド・スター
リングから1853年の10,699,000ポンド・スターリング3)に増加した。こ
れは，「余流通の増加と同時にL'三じた」（ﾛｰ[2，第４号)｡４)これに反して，
高額銀行券は減少した。２００ポンド券から１０００ポンド券までの銀行券は，
1852年には5,856,0005)ポンド・スターリングであったが，１８５７年には
3,241,000ポンド・スターリングとなった｡6）
①〔異文〕「５ポンド券と１０ポンド券という」－あとから書き加えられてい
る。
l）「大部分がこの国の小売取引にはいる」－－削除。
2）「上の」－削除。
3）「1853年の10,699,000ポンド・スターリング」→「1857年の10,659,000ポ
ンド・スターリング」
4）「これは，「金流通の増加と同時に生じた」（同上，第４号)｡」→「そして，
この増加は，ちょうどその当時あのように大きかった金流通の増加と同じとき
のことだった｡」
5）「5,856,000」－草稿でもＭＥＧＡでも，さらに１８９４年版でも，「5,865,000」
となっているが，ＭＥＷ版でのように「5,866,000」とあるべきところである。
6）ＭＥＧＡではここで改行しており，それに従っておくが，草稿では改行して
いないように思われる。
減少は次のとおり。
５８６５ 
３２４１ 
2624'） 
l）エンゲルス版では，「減少は次のとおり｡」とそれに続く計算は削除されてい
る。
2,624,000ポンド・スクーリングＤの減少である。これは，次のように説
明される。
232 
1）「2,624,000ポンド・スターリング」→「つまり２５０万ポンド・スターリング
以上」
「1854年６月８日，ロンドンの個人銀行業者たちは株式銀行をⅧ)手形交
換所の取り決めに加わることを認め，その後まもなく，最終の手形交換が
イングランド銀行で清算されるようになった。毎日の決済は，それぞれの
銀行がイングランド銀行にもっている勘定での移転によって行なわれる。
このシステムの採用の結果，以前は銀行業者が１２１分たちの勘定を決済する
ために用いていた高額銀行券はもはや不要となった｡」（『報告｣，同前，第
７号。〔Ｖページ｡〕）
①〔注解〕「手形交換所」－４７０ページ41-42行への注解を見よ。〔本稿，前
出１６７ページの注解注④を見よ｡〕
’)イングランド銀行総裁ニーヴ氏。第947号｡2)「貴行がどんな処置をと
られようとも，公衆がもつ銀行券の額は同じまま，つまり約２０００万ポン
ド･スターリングのままだ，と言われるのですか？＿平常な時期には，
公衆の使用には約2000万ポンド･スターリングが必要とされるように思
われます。１年のうちに周期的に現われるいくつかの特別な時期には，そ
れは’00万ポンド･スターリングか150万ポンド･スターリングぐらい多
くなります。前に申しましたように，公衆がより多くを必要とすれば，彼
らはいつでもそれをイングランド銀行で手に入れることができるでありま
しょう｡」第948号。「あなたは，パニックのあいだは，貴行が銀行券の額
を減らすことを公衆が許したがらない，と言われましたが，その理由を述
べていただきたいのですが？－パニックの時点には公衆は，私の見ると
ころでは，自分で銀行券をなんとかするだけの十分な力をもっています。
そして，もちろん，本行が債務を負っているかぎり，公衆は，本行から銀
行券を引き出すのにこの債務を用いることができます｡」第949号。「では，
いつでもどこかしらに，約２０００万ポンド・スターリングの法貨があるこ
とが必要とされるように思われますが？－公衆のもとにある２０００万ポ
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２３３
ンド・スターリングの銀行券についてですが，これは変動します。それは
1850万ポンド・スターリングであったり，１９００〃ポンド・スターリング
であったり，２０００万ポンド・スターリングであったり，等々ですが，平
均を取れば，１９００万から２０００万ポンド・スターリングだと言ってよいの
です｡」（｢報告｣，（１）1858年)3）
①〔訂正〕「1858年」－手稿では「1857年？」となっている。
l）エンゲルス版では，以下のニーヴの証言は，草稿の前後から切り離されて，
同じ「第３３章信用システムのもとでの流通手段」の少しあとの箇所で利用
されている（ＭＥＷ，Ｂｄ２５,Ｓ540)。
2）「イングランド銀行総裁ニーヴ氏。第947号｡」→「1858年の銀行法委員会
でイングランド銀行総裁のニーヴ氏は次のように述べている。（問い｡)」
3）「(『報告｣，１８５８年)」－削除。
､スレイタ氏（(当時）首都の最大の商会の一つであるモリスン・ディロ
ン商会の）は言う。「現金〔realmoney〕，すなわちイングランド銀行券
および金が，商取引にどんなにわずかしかはいっていかないかを証明する
のに，年々数100万〔ポンド・スターリング〕以上にのぼる商取引の一つ
の継続的な動きの分析を参照することが，興味深くもあり，またこの点に
ついて決定的でもあるかもしれないのであって，これはこの国の一般的取
引の格好の例だと考えてよい。1856年中について，受取と支払との比率
は１００万ポンド・スターリングの基準に縮約されており，次のようである。
すなわち，
國
受取支払
日付後払為替手形3判８３０２６７４銀行手形および日付後
払商業為替手形での
一覧払銀行業者宛
小切手，その他での
5335962） 
3５７７１５ 
２３４ 
地方銀１丁業者銀行券での９６２７ ロンドン銀行業者
宛小切手
小計
イングランド銀行券
金貨
銀貨および銅貨
〔小計〕
6６３６７２ 
小計
イングランド銀行券での
金貨での
銀貨および銅貨での
９６６３４６ 
dB２２７４３ 
９４２７ 
１４８４ 
900 
６８ 
２８ 
１ 
938 
554 
089 
486 
3３６５４ 
郵便為替での 933 
小計９９０６２
合計ＪｅｌＯＯＯＯＯＯ 〔合計〕ＪＥ１００００００
(｢銀行法〔特別〕委員会〔報告〕』，1858年，同_上，前付７１ページ｡）
1）エンゲルス版では，以下のスレイクからの引用のかわりに，次の１パラグラ
フが置かれている。－「卸売商業での貨幣の使用がどんなにわずかな最小限
度まで節減されているかについては，第１部第３竜注103に印刷してある表を
参照せよ。この表は，一人の小売商人が自分の各種商品の全在庫を仕入れるこ
ともできるほどのロンドンの最大の商社の一つであるモリスン・ディロン商会
が銀行委員会に提出したものである｡」
2）「533,596」－第１部のＭＥＷ版では，誤って「553,596」となっている。
3）「為替手形〔Billsofexchange〕」－草稿ではexchangeがexchequerと
誤記されており，ＭＥＧＡでもそのままにしてある。訂正して訂正目録に記載
すべきところである。
pこれによれば，受取貨iWf〔moneyreceived〕のうちイングランド銀
行券は７％以~卜であり，金銀は３％に達する。
①〔注解〕このパラグラフと次のパラグラフは，「銀行法特別委員会報告書……」
では次のようになっている。「ここでは次のことが明らかである。受取貨幣の
うち，イングランド銀行券は７％以下であり，金銀は通貨のうちのたった３％
にすぎない。なされた支払のうち，イングランド銀行券は２％でしかなく，金
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２３５
銀は通貨のうちのたったの１％である。他方で，受け取られた支払のうち約９０
％が，また，なされた支払のうちのほぼ97％が，通貨のうちの取引者たち自
身の信用と資本とによって形成された部分によるものであった｡」
なされた支払のうち，イングランド銀行券は２％，金銀は１％である。
これにたいして，受け取られた支払のうち約９０％が，また，なされた支
払のうちのほぼ９７％が，通貨のうちの取引者たち|=|身の信用と資本とに
よって形成された部分によるものであった。（同上｡)い’
1）以上の，スレイタからのり|用とそれへの注意書きは，エンゲルス版では削除
されている。
／349上/1)さて，２〔貨幣資本に転化される貨幣への，資本または収入
の転化〕について述べるところに移るまえに，さらに二つのことを，すな
わち，ａ）貸付可能な資本〔loanablecapital〕の大きさは通貨〔Circula‐
tion〕の量とはまったく異なるものであること｛この尅の一部分は，銀行
業者の準備であり，この準備は変動している。ここで通貨〔Circulation〕
の量と言うのは，Ⅲ)すべての銀行券と地金のことである，等々｝，ｂ）どの
恐'慌期のあと等々でも，その前の産業循環で達成された最高水準が，次の
産業循環での土台またはz比較的低位の水準となること，を示しておきた
い。’
①〔異文〕「すべての銀行券と地金〔alleNotesundBullion〕」←「金に〔……〕
ところのすべての銀行券〔alleNotesdieinGold〕」
②〔異文〕ここに，「中［位の］〔mitt[lere]〕」と書いたのち梢している。
l）草稿では，以卜・の文で示されている「a)」および「b)」の二つの論点につ
いては，まず３４９ページで後者について，次いで３５０ページで前者について記
述している。エンゲルス版では，この二つの部分を，「第３１章貨幣資本と現
実資本.Ⅱ」の「第１節貸付資本への貨幣への転化」の最後に「a)｣，「b)」
の順序で収めている。どちらも，横線でその前の部分から区切られている。
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｢a)」および「b)」についての以下の問題提起は，それぞれの部分の冒頭に利
用されているが，どちらも大きく書き換えられている。
１３５０，１２川I1bについて｡3)②連合王国の農産物ならびに工業製品4)の実質
価値または申告価値の輸出5)は，繁栄の年である１８２４年には，40,396,300
ポンド・スターリングだった。次いで6)この額よりも下がって，、3500万
③以上8)と３９００万とのあいだを動揺している。繁栄の年である9)１８３４年に
は，１８２４年の水準10)を越えて41,649,191ポンド・スターリングに上がり，
そして1836年には，53,368,571ポンド・スターリングという新たな最高
限に達している｡'１）
①〔注解〕以下の〔ここから，本稿241ページ1行までの〕部分については，
出典を突き止めることができなかった。これらの数字は，一部は，「『エコノミ
スト』への補遺。大英帝国の商業｣，ロンドン，第803号，1859年１月１５日，
２ページ，で確認された。
②〔異文〕「連合王国の農産物ならびに工業製品の」－あとから書き加えら
れている。
③〔異文〕「以上」－あとから書き加えられている。
1）この３５０ページは，上から下まで続けて書かれている。
2）以下の「ｂについて」の部分は，エンゲルス版では，「第３１章貨幣資本と
現実資本．Ⅱ」の「第１節貸付資本への貨幣への転化」の最後部に組み込ま
れている。冒頭に，草稿の前パラグラフでの問題提起が，次のように書き換え
られて置かれている。－「現実資本すなわち生産的資本および商品資本の蓄
積については，輸出入統計が一つの尺度を与える。そして，いつでもそこに示
されているのは，１０年の循環周期で運動するイギリス産業の発展期（1815-
１８７０年）のあいだは，いつでも，恐慌の前の最後の繁栄期の最高限が，次に
くる繁栄期の最低限として再現し，それからまたそれよりもずっと高い新たな
最高限に上がって行く，ということである｡」
3）「ｂについて｡」－削除。
4）「連合王国の農産物ならびに工業製品」→「大ブリテンおよびアイルランド
の輸出生産物」
5）「の輸出」－削除。
｢貨幣資本と現実資本」（｢資本論』第３部第30-32章）の草稿について２３７
６） 
７） 
８） 
９） 
１０） 
11） 
挿入一「1825年の恐1慌とともに輸出額は」
挿入一「年間」
｢以上」－削除。
｢繁栄の年である」→「繁栄がふたたびやってきた」
｢1824年の水準」→「従来の最高水準」
エンゲルス版では，ここで改行されていない。
１８３７年には')４２００万余2)に下がり（1824年よりも高い)3)，その後は
5000万，５１００万，５２００７７，５３００万のあいだを')動揺している（だが，こ
の順序でではなくて入り乱れている〔）〕5)。１８４４年には５８５０万に達し
(1836年の最高限を(1)はるかに越える),6)1845年には7)60,111,082ポンド.
スターリングに達する。そのあと1846年には５７００万②余に下がり，1847
年の国5900万(ほとんど5900万)と5200万(1848年はほとんど5300
万）とのあいだを動揺し8)，1849年には6350万に上がり，１８５３年にはほ
とんど９９００万に達し，)，1854年には９７００万（これよりやや多い）に下が
り10)，１８５５年には９５５０万u)，1856年は115,826,948'2)で，1857年には１億
2200万という最高限'3）〔に達している〕。１８５８年には’億１６００万に下が
るが，すでに1859年にはふたたびM)’億3000万に上がり，1860年には約
1億３５００万（ほとんど１億３６００万）に_上がり'5)，１８６１年には’億２５００
万に〔下がったが〕'6）（1857年におけるのよりも高い)、，
4650万ポンド・スターリング（ほぼ）に上がった１８)。
1863年には１億
①〔異文〕「はるかに」－あとから書き加えられている。
②〔異文〕「余」－あとから書き加えられている。
1）挿入一「それはふたたび」
2）「余」－削除。
3）「(1824年よりも高い)」→「したがって新たな最低限がすでに以前の最高限
よりも高くなっており」
4）「5000万，５１００万，５２００万，５３００万のあいだを」→「5000万と５３００万と
のあいだを」
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5）「(だが，この111N序でではなくて入り乱れている〔）〕」－削除。なお，草
稿で書き落とされている閉じ括弧の「）」は，ＭＥＧＡでも欠落している。
6）「1844年には５８５０万に達し（1836年の最高限をはるかに越える）,」→「繁
栄の再来は1844年の輸出額を５８５０万に高め，これは１８３６年の最高限をすで
にふたたびはるかに追い越している｡」
７）挿入一「それは」
８）「1847年の59007J（ほとんど５９００万）と5200万（1848年はほとんど５３００
万）とのあいだを動揺し」→「1847年は約５９００万，１８４８年は約５３００万であ
るが」
９）「に達し」－削除。
１０）「(これよりやや多い）に下がり」－削除。
１１）「9550万〔９５１/２Mill.〕」－エンゲルス版では誤って「９４１/２万」とさ
れており，ＭＥＷ版でもそのままになっている。三宅義夫氏は「この数字はマ
ルクスの書き誤りである」（『マルクス・エンゲルスイギリス恐慌史論｣，上，
大月書店，１９７４年，１６５ページ）とされているが，そうではなくて，エンゲル
ス版での誤りである。
12）「115,826,948」→「約１億1400万」
13）挿入一「に達している」
14）「ふたたび」－削除。
15）「約’億3500万（ほとんど１億3600万）に上がり」→「約’億3600万で」
16）「に〔下がったが〕」→「でしかないが」
17）「(1857年におけるのよりも高い)」→「(ここでふたたび新たな最低限が以
前の最高限よりも高くなる)」
18）「(ほぼ）に上がった」→「である｡」
’)しかし，この法Illlはむしろ，実質価値ないし'〕[|]告価値のかわりに，
量だけを示す公的価値を観察するときに明らかとなる。（とりわけ，１８４４
年以前には，他方の形態では，それほどはっきりとは現われない｡）
①〔異文〕「申告〔Declared〕」←「積算〔Computed〕」
l）ここから，すぐ次にある二つの表の終りまでは，エンゲルス版では削除され
ている。
だから，一方の形態では，この法則を１８４４年から実質価値ないし、申
「貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２３９
告価値で観察し，1827年からは公的価値で観察しよう')。
①〔異文〕「申告〔Declared〕」←「積算〔Computed〕」
1）「観察しよう〔betrachtenwollen〕」－草稿では，誤ってbetrachtetwol
lenとなっている。ＭＥＧＡでは訂正目録に記載せずにbetrachtenに修正して
いる。
1836年 最大でその量はｆ
新たな循環の繁栄の年
最高限
53,368,572 
1844年 58,584,292 
-
60,111,082 1845年
1846年 57,786,876 
58,842,377 
52,849,445 
63,596,025 
71,367,885 
74,448,722 
78,076,854 
98,933,781 
97,184,726 
95,688,085 
115,826,948 
122,066,107 
1847年 (1844年を越えている）
1848年恐'慌の翌年
1849年 (すでに1845年の最高限を超過）
1850年
1851年
1852年
1853年
1854年
1855年
1856年
1857年（恐'慌）
1858年恐１慌の翌年 116,618,756（恐'慌の前年を越えている）
130,411,529 
135,842,8171） 
1859年
1860年
1）ＭＥＧＡでは，この表の数値のコンマはすべて削除されている。
２４０ 
国もっと前の時ＭｉＩｌには,この法MUはもっと際立っている。なぜなら，
実質価値はこの法１１|]を，公的価値ないし数量が示すほどにははっきりと示
さないからである。
イギリスおよびアイルランドの農産物およびT:業製品'）
公的IilliIlfi実質価値
1824年ＪE48,735,551dB40,396,300 これは１９世紀を通じてこのときま
で最高の輪111（数賦で）である。
1825年
1826年
1827年
47,166,020 
40,965,735 
52,219,280 
38,877,385 
31,536,7232） 
37,181,335 これはすでに（数趣に関して）１８２４
年の最高限をいちじるしく超過して
いるが，これに続く諸年と比べれば
最小である。
1828年
1829年
1830年
1831年
1832年
1833年
1834年
1835年
1836年
52,797,455 
56,213,041 
61,140,864 
60,683,933 
65,026,702 
69,989,939 
73,831,559 
78,376,631 
85,229,837 
36,812,756 
35,842,623 
38,271,597 
37,164,372 
36,450,594 
39,667,347 
41,649,191 
47,372,270 
53,368,571 
繁栄の年
1824-36年の局[([iの最高限
(1824年のほとんど２倍に近い）
恐‘慌の年（または翌年）
年
年
年
７
８
９
 
３
３
３
 
８
８
８
 
１
１
１
 
72,548,047 
92,459,231 
97,402,726 
42,070,744 
50,060,970 
53,233,586 
「貨幣資本と現実資本」（｢資本論』第３部第30-32章）の草稿について241
1840年102,714,06051,406,4303）
1）草稿では明らかに下表のタイトルとして書かれているが，ＭＥＧＡでは，表
の「公的価値」および「実質価値」と並ぶ，右のメモ欄の項目名のようになっ
ている。
2）「31,536,723」－草稿では，誤って，「31,53,723」となっている。ＭＥＧＡで
は，訂正目録に記載せずに訂正している。
3）ＭＥＧＡでは，この表の数値のコンマはすべて削除されている。
同じことはもちろん輸入についても証明することができるであろう。輸
入は市場の拡大を示すものである。ここでは，生産の規模を問題にしてい
るわけである｡、’
l）エンゲルス版では，ここに，エンゲルスによるものであることを明記して，
次のように書き加えられている。－「このことはイギリスについては言うま
でもなくただ事実上の産業独占の時代だけにあてはまる。しかし，世界市場が
まだ膨張を続けているあいだは，一般に，すべての近代的大工業国にあてはま
るのである。－F・エンゲルス」
’３５１上ｌＤａについて｡2)１８５７年１１月１２日⑪(蔵相書簡発表の日)3)，
②③｢イングランド銀行の総準備は（ロンドンと同行のすべての支店を含め
ても)I)たったの580,751ポンド・スターリングだった。同じときに預金の
総額は２２５０万ポンド・スターリングで，そのうち約650万ポンド・スター
リングはロンドンの銀行業者たちのものだった｡」（｢銀行法〔特別委員会〕
報告」1858年，前付５７ページ｡)5)1864年だけでロンドンの九つの銀行
機関にある預金は67,377,556ポンド・スターリングであった（これにた
いして，準備ファンドは649,982ポンド・スターリングであり，払込資本
は4,615,695ポンド・スターリングであった④)。（1864年におけるオウヴァ
ストンの動き〔motion〕を主眼に⑤｢報告〔Return〕」（1865年？⑥）を見
よ｡）総じてこの報告は，預金の量をこの時期の通貨〔Circulation〕の量
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と比較するために調べてみなければならない。（この預金だけでも，もし
かすると，イングランド銀行の銀ｲj券流通高の３倍もあるかもしれない｡）
①〔異文〕「(蔵相書簡発表の日)」－あとから苔き加えられている。
②〔注解〕この引用は，「銀行法特別委員会報告……」では次のようになって
いる。「蔵相書簡発表の日のイングランド銀行の総準備はたったの……であっ
たということ……」
③〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。
④〔訂正〕「）」－手稿では欠けている。
⑤〔注解〕「｢報告〔Return〕」（1865年？）」－マルクスがどの報告のこと
を言っているのか，つきとめることができなかった。
⑥〔訂正〕「）」一手橘では欠けている。
1）以下の「ａについて」の部分（本稿，２４７ページードから１０行まで）は，エ
ンゲルス版では，「第３１章貨幣資本と現実資本.Ⅱ」の「第１節貸付資本
への貨幣への転化」の，「ｂについて」の前出の部分のまえのところに組み込
まれている。冒頭に，草稿の，さきのパラグラフでの問題提起が，次のように
書き換えられて置かれている。－「とにかく，貸付資本の量は通貨の量とは
まったく別である。われわれがここで通貨の量と言うのは，一国にあるすべて
の流通銀行券と，貴金属地金を含めてのすべての硬貨との総額のことである。
この量の一部分は，その大きさから見てたえず変動している諸銀行の準備をな
している｡」
2）「ａについて｡」－削除。
3）「1857年１１月１２日（蔵相書簡発表の日)」→「｢1857年１１月１２日」（1844
年の銀行法が停''二された日)」
4）「(ロンドンと同行のすべての支店を含めても)」→「すべての支店銀行を含
めての」
5）エンゲルス版では，このパラグラフのこれ以下の部分は削除されている。
利子率の変動（１）比較的長い期間に生じる変動，あるいは国の相違によ
る利子率の相違は度外視するが，前者は一般的利潤率の変動によって，後
者は利潤率と信用制度〔Creditwesen〕動の発展とにおける国相違によっ
て3）〔制約されている〕}!'は，貨幣資本〔moneyedcapital〕(1)の量の状況4）
に左右される(5)信頼6)等々のようなそのほかのすべての事I情が同じまま
「貨幣資本と現実資本」（『資本論」第３部第30-32章）の草稿について２４３
だとすれば}5)。すなわち，それ自体として7)商業信用に媒介されて②再生
産的当事者たち自身のあいだで貸し付けられる生産的資本8)とは区別され
る，鋳貨，)や銀行券という貨幣の形態で貸し付けられる資本の量の状況に
左右される。
①
②
 
〔異文〕「の量」－あとから書き加えられている。
〔異文〕「再lLk産的」←「し'三産的」
「｛」および「｝」→「（」および「）」
｢信用制度〔Creditwesen〕」→「信用」
挿入一「制約されている」
｢貨幣資本〔moneyedcapital〕の量の状況」→「貸付資本の供給」
「｛」および「｝」→「（」および「）」
｢信頼〔confidence〕」→「信頼の状態〔StanddesVertrauens〕」
挿入一「，商品形態で,」
｢生産的資本」→「産業資本」
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
 
１
２
３
４
５
６
７
８
９
 ｢鋳貨」→「硬貨」
だがそれにもかかわらず，この貨幣資本〔moneyedcapitanI)の量は
通貨〔Circulation〕2)の量とは異なるものであり，またそれからは独立し
たものである。
1）「貨幣資本〔moneyedcapital〕」→「貸付可能な貨幣資本」
2）「通貨〔Circulation〕」→「流通している貨幣」
たとえば，２０ポンド・スターリングが１日に５回貸し付けられるとす
れば，１００ポンド・スターリングの貨幣資本〔moneyedcapital〕が貸し
付けられたわけであり，このことはまた同時に，この２０ポンド・スター
リングがさらに少なくとも４回は（最初の貸し手は除いて)!)購買手段ま
たは支払手段2)として機能した3)ということを含んでいるはずである。と
いうのは，同じ貨幣が，もし購買や支払という媒介なしに５人のあいだで
貸し付けられたのだとすれば，したがっていそれが少なくとも４回は資本
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の転化形態（商品，それには労働能力5)も含まれる）を表わさなかったの
だとすれば，この貨幣は6)ただ，それぞれ２０ポンド・スクーリングの五
つの債権を構成するだけだからである。
1）「(最初の貸し手は除いて)」－削除。
2）「購買手段または支払手段〔Kauf-oderZahlungsmittel〕」－ＭＥＧＡで
は，Kauf-のハイフンが欠落している。
3）「機能した」－functionirt→fungiert
4）「したがって」－削除。
5）「労働能力」→「労働力」
6）挿入一「100ポンド・スターリングの資本を構成するのではなく，」
信用システム〔Creditsystem〕、の発展している諸国では，貨幣資本
〔moneyedCapital〕は，すなわち⑳貸付として3)自由に使用できる貨幣資
本〔moneyedCapital〕は，すべて銀行業者４)や貨幣貸付業者〔money
lenders〕のもとに預金の形態で存在するものと想定することができる。
少なくとも全体としての事業についてはそうだと言える。(5)ついでに，
前述したところに付言しておく。`)本来の投機が始まる7)前の繁栄期8)には，
信用が容易である，すなわち信頼は堅実である。そのようなときには，信
用の移転が，銀行券の介入なしに，通貨〔Circulation〕の機能の大部分
を果たすのである｡915）
1）「信用システム〔Creditsystem〕」→「信用」筆者のノートではCredit‐
systemとなっているが，ＭＥＧＡではCreditwesenとなっている。手稿によ
る再確認ができていないので，いまのところ，どちらが正しいのか断言できな
い。
2）「貨幣資本〔moneyedCapital〕は，すなわち」－削除。
3）「貸付〔Loan〕として」－－「貸付のために」なお，草稿では，Ｌｏａｎが
Ｌｏｈｎ（賃金）と誤記されており，ＭＥＧＡでもそのままとなっている。
4）「銀行業者」→「銀行」
5）「（」および「｝」－削除。
6）「ついでに，前述したところに付言しておく。」→「さらに,」
｢貨幣資本と現実資本」（｢資本論』第３部第30-32章）の草稿について２４５
7）「始まる〔setin〕」→「盛行する〔losgelassenwerden〕」
8）「繁栄期〔Zeitdprosperity〕」→「好況期〔guteGeschdftszeiten〕」
9）「信用が容易である，すなわち信頼は堅実である。そのようなときには，信
用の移転が，銀行券の介入なしに，通貨〔Circulation〕の機能の大部分を巣
たすのである｡」→「信用が容易で信頼が増大しているので，流通機能の大部
分は，金属貨幣や紙幣の介入なしに，単純な信用移転によって果たされる｡」
通貨〔Circulation〕｛地金および鋳貨を含めて)!)の量が①相対的に少な
いのに預金2)が大きいということの可能性だけであれば，それはまった
<;､次のことにかかっている｡４)(1)|可じ貨幣片によって行なわれる購買や支
払の度数｡5)そして,6）(2)②同じ貨幣片が預金として銀行に帰ってくる7)度
数。したがって，同じ貨幣片が購買手段および支払手段8)としての③機能
を繰り返すことが，それの預金への転化，)によって媒介されているのであ
る。たとえば，ある小売商人が毎週１００ポンド・スターリングの貨幣を１０）
銀行業者に預金するとしよう。銀行業者はこの貨幣で製造業者の預金の一
部分を払い出す。製造業者はそれを労働者たちに支払う。労働者たちはそ
れで小売商人への支払をし，小売商人はそれで新たな預金をする，等々Ⅲ)。
小売商人の１００ポンド･スターリングの預金'2)は，(1)製造業者の預金を払
い出すために，(2)労働者に支払うために，(3)その小売商人自身に支払うた
めに，(4)同じ小売商人の貨幣資本〔moneyedcapital〕の第２のある部
分'3)を預金するために，それぞれ役立ったのである。この場合にはM)，こ
の小売商人は２０週間の終りには（'5)もし彼に1身がこの貨幣を引き当てに
手形を振り出さないとすれば)'5)'6)100ポンド。スターリングで２０００ポン
ド・スターリングを銀行業者のもとに預金したことになるであろう。
①〔異文〕「相対的に」－あとから書き加えられている。
②〔異文〕ここに，「〔……〕ところの貸付の度数〔Anzahlderloans,die〕」
と書いたのち消している。
③〔異文〕「機能を繰り返すこと〔wiederholteFunction〕」←「機能を更新
すること〔neueFunction〕」
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ｌ）「{地金および鋳貨を含めて}」－削除。
２）挿入一「額」
３）「まったく〔ganz〕」→「ただ〔einzig〕」
４）エンゲルス版ではここで改行されている。
５）エンゲルス版ではここで改行されている。
６）「そして,」－削除。
７）挿入一「それの再転化の」
８）「購買手段および支払手段〔Kauf-uZahlungsmittel〕」－ＭＥＧＡでは，
Kauf-のハイフンが欠落している。
９）挿入一「の更新」
10）「の貨幣を」→「を貨幣で」
11）「’等々」－削除。
12）「小売商人の１００ポンド・スターリングの預金」→「小売商人が預金した１００
ポンド・スターリング」
13）「第２のある部分」→「別のある部分」
14）「この場合には」－ＭＥＧＡでもエンゲルス版でもｄｅｎｎとなっており，草
稿でもそうであるように見えたが，ｄａｎｎとあるべきところか，あるいは
ｄｅｎｎであったとしても，その意味がｄａｎｎに近いものであろうと考えて訳出
しておく。
15）「（」および「）」－削除。
16）挿入一「こうして」
この貨幣資本〔moneyedcapital〕がどの程度まで遊休している〔un‐
beschaftigt〕かは，ただ，銀行業者たちの準備ファンドの流出入に現わ
れるだけである｡a)')／
1）「a)」－削除。
【原注】’351下｜、ａ）だからこそ，ウェゲリン氏(2)1857年当時イング
ランド銀行総裁)2)はイングランド銀行にある地金3)が唯一の「準備資本｣４）
だと結論するのである｡5）
1）エンゲルス版では，以下の脚注ａ）と，さらにそれに付けられた補足＋ａ）
｢貨幣資本と現実資本」（｢資本論』第３部第30-32章）の草稿について２４７
の内容は，直前のパラグラフの終りに組み込まれている。
2）「（」および「）」－削除。
3）「地金」→「金」
4）「唯一の「準備資本｣」→「｢唯一の」準備資本」
5）エンゲルス版では，ここで改行されていない。
同第1258号｡''｢私の考えでは,実際には,割引率は国内にある遊休
資本の額によって左右されます。遊休資本の額はイングランド銀行の準備
によって代表されますが，これは実際には地金の準備です。ですから，も
し地金が引きlHされれば，このことは国内の遊休資本の額を減らし，そし
てその結果，まだ残っている遊休資本の価値を高くすることになります｡」
(｢〔銀行法特別委員会〕報告｣，1857年｡)＋a)／
①〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。
/351下/＋a）（１）第1364号。D「イングランド銀行の地金の準備は，実の
ところ，この国の全取引が行なわれるための基礎である中央準備または蓄
蔵貨幣〔hoardoftreasure〕です。……この退蔵または貯水池こそ，た
えず外国為替相場の影響を受けるものです｡｣2)3)【原注ａ）終り】’
①〔異文〕この抜き書きは，〔草稿の〕ページの末尾に，脚注ｃ)に続けて書か
れている。マルクスは＋a）という記号で，この箇所を指示している。
l）挿入一「(ニューマーチ：）」
2）挿入一「(『銀行法委員会報告｣，1857年｡)」
3）エンゲルス版では，ここで，「a）について」書かれた部分として収められた
箇所が終わる。
國/351-上/2について｡叩勤商業信用の流れの停滞の表現でもなければ，
また通貨3)なり再生産的当事者』)の準備貨幣資本5)なりの節約の表現でも
ないかぎりでの，貨幣資本〔moneyedcapital〕蓄積6)。
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1）「２について｡」（ＭＥＧＡでは強調されていないが，草稿では強調されている
ように見える｡）→「第２節貸付資本に転化させられる貨幣への資本または
収入の転化」（見出し）
2）挿入一「われわれはここでは貨幣資本の蓄積を考察するのであるが，それ
は,」
3）「通貨〔Currency〕」－〉「現実の流通手段〔daswirklichumlaufendeMit‐
tel〕」
4）「再生産的当事者〔reproductiveAgenten〕」→「再生産に携わる当事者」
5）「準備貨幣資本〔Reserve-Geldcapital〕」（ＭＥＧＡではハイフンが欠落して，
ReserveGeldcapitalとなっている｡）→「準備資本〔ReservekaPital〕」
6）挿入一「である」
いま述べた例外を別とすれば')，貨幣資本〔moneyedcapital〕の蓄積
は，たとえば１８５２年と1853年に，オーストラリアとカリフォルニアの2）
〔金鉱の〕発見の結果として生じたような，異`常な地金3)流人によって4）
〔生じる〕こともありうる。〔それらは〕イングランド銀行に預金された5)。
そのかわりに銀行券が受け取られたが，金の所有者であった人びとは⑪，
この銀行券を7)すぐに銀行業者のもとに預金することをしなかった。その
ために異'常な通貨〔Circulation〕〔量が生じた〕8)｡9)ｂ）イングランド銀行
は，割引率を２％に下げることによって，この保管物〔deposits〕を価値
増殖させようとした｡川)〔c)〕Ⅱ)'2)’
l）「いま述べた例外を別とすれば」→「この二つの場合を別とすれば」
2）挿入一「新たな金鉱の」
3）「地金」→「金」
4）挿入一「生じる」
5）「預金された」－deposedとなっているが，depositedとあるべきとこ
ろであろう。
6）「そのかわりに銀行券が受け取られたが，金の所有者であった人びとは」一
「預金者たちはそのかわりに銀行券を受け取ったが」
7）挿入一「また」
8）「そのために異常な通貨〔Circulation〕〔量が生じた〕」→「そのために流通
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論」第３部第30-32章）の草稿について２４９
手段は以上に増加した｡」
９）エンゲルス版では，ここに，脚注ｂ）の内容が次のように組み込まれている。
－「(ウェゲリンの証言，「銀行法特別委員会｣，１８５７年，第１３２９号｡)」
10）「この保管物〔deposits〕を価値増殖させようとした｡」→「この預金を利用
しようとした｡」
11）草稿では，脚注ｃ）に対応する，本文のなかの注番号ｃ)が書かれていないが，
それはおそらく，ここに付けられるべきであったと考えられる。
12）エンゲルス版では，ここに，脚注ｃ）の内容が，次のように組み込まれてい
る。－「イングランド銀行に積まれた金趣は，1853年の６か月のあいだに
２２００万-2300万に噸大した゜」（脚注から引き継がれている「1853年」は「1852
年」とあるべきところである。脚注ｃ）への注１）を見よ｡）
【原注】／351-卜／ｂ）|Tillilii（ウェゲリン)，第
【原注】ｕ℃）|ilnij（ニューマーチ)，第１３５３
l329Ub【ｌＷｋｂ）終り】
弓。１１時，1853年')の６か
月のあいだに，イングランド銀行にあった地金は２２００〃-2300〃であった。
【原注c)終り】／
①〔注解〕マルクスはｃ）という脚注番号を本文のなかに,11:かなかった。
l）「1853年」－「1852｛Iﾐ」の誤りであろう。これについては，三宅義夫氏が
次のように指摘されていた。「この「185311Ｊは|ﾘ|らかに「1852年」の誤りで
あろう。「1853年」には……イングランド銀行の金準備は逆に流||}し，減少し
た｡」（前１}｝「マルクス・エンゲルスイギリス恐慌史論』，－１:，１１７ページ｡）
’３５２１二｜すでに見たようにﾉ1三産的資本家')が行なう実体的な2)蓄積は3）
｢Ｍ三座的資本の渚袈索そのものでＩＷなわれるのにたいして，山すべての
貨幣資本家〔moneyedcapitalist〕5)が行なう椿hIi<2'は6)１１１〔接にはつねに7）
貨幣形態でｉｊなわれる。だから，（訓]制度〔Creditwesen〕の発展や8)貨
幣業務，)の厄人な集積は，それ曰体として，’0)ffiiWf資本〔moneyedCapi-
tal〕Ⅲ)の蓄蔵を，現災の帯械とは異なった形態として促進せざるをえない。
貨幣資本〔moneyedCapital〕１ｺ}のこうしたＩ(1)発展は，つまるところＭ１現
実の蓄積の‘－結果である。というのも，その発股はIlPLMi過礎の発展の
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結果なのであり，またこれらの貨幣資本家〔moneyedCapitalist〕の⑳蓄
積源泉となる利潤は，ただ，再生産的資本家が下に入れる剰余価値からの
－控除分｛'5)|司時に他人の'6)貯蓄の利子の一部分の取得}'5)でしかないの
だからである。それは１７)，同l1fに51:再生厳的資本家諸階級１８)の犠牲におい
て蓄積するのである。たとえば'9)，産業循環の不況局面20)では，利子率が
非常に高くなって，しばしば２１)その利潤を－時はすっかり呑み込んでしま
うこともあるほどである｡('jIa)22)それと同'1寺に，’五Ｉ債証券やその他の有Illi
証券の価格が下がる。これは，貨幣資本家〔moneyedcapitalist〕たちが
これらの減価した有価証券に大量に投資する23)時期であって，これらの証
券はそのあとの局面ではやがてふたたびその正,常な高さにまで，またそれ
以上に上がる。そこで，これらの証券は売り放たれ，こうして公衆の貨幣
資本〔moneyedCapitaUの一部分が取り込まれる。持ち続けられる24)部
分は，⑪そのときの価格よりも安く買われたのだから，より高い利子をあ
げることになる。しかし彼ら露'は,自分が儲國けて資本に再転化させ
る利潤をすべて，⑧まず第１に，貸付可能な「26)貨幣資本｣２６）〔loanable
,,moneyedCapital"〕にI|喧化させる。つまり〆，後者の資本の蓄積は，現
実の蓄積の所産であるにもかかわらず，それとは区別されるものなので，
それは，貨幣資本家〔moneyedcapitalist〕たち（27)銀行業者，等々)27）
そのものだけを考察する場合にも，すでにこの特殊的部類の資本家の蓄積
として続いて牛じるのである。そしてそれは，再堆産過程の現実の拡大に
伴って信用制度〔Creditwesen］が拡張されるごとに，それにつれて増大
せざるをえないのである。
①〔異文〕「すべての」－あとから書き加えられている。
②〔異文〕ここに，「(とりわけ〔……)〕」と書いたのち梢している。
③〔異文〕「－結果」←「表現」
④〔異文〕「蓄積源泉」←「蓄積ファンド」
⑤〔異文〕「再生産的資本家階級〔ReproductiveCapitalistenklasse〕」←「生
産的資本家階級〔ProductiveCapitalistenklasse〕」
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論」第３部第30-32章）の草稲について２５１
⑥〔注解〕脚注ａ）をマルクスは仕上げなかった。
⑦〔異文〕ここに，「はるかに」と書いたのち消している。
⑧〔異文〕「まず第１に,」－あとから書き加えられている。
⑨〔異文〕ここに，「既に〔……〕本性からも」と書いたのち消している。
１）「生産的資本家」→「産業資本家」
２）「実体的な〔real〕」→「現実の〔wirklich〕」
３）挿入一「通例は」
４）「再生産的資本の諸要素そのもので」→「再生産的資本の諸要素そのものの
増加によって」
５）「貨幣資本家〔moneyedcapitalist〕」→「貨幣貸付資本家」
６）挿入一「言うまでもなく」
７）「直接にはつねに」→「つねに直接に」
８）挿入一「大銀行の手１１１での」
９）「貨幣業務〔moneyedconcerns〕」→「貨幣貸付業務」
10）挿入一「すでに」
11）「貨幣資本〔moneyedCapital〕」→「貸付可能な資本」
12）「貨幣資本〔moneyedCapital〕」→「貸付資本」
13）挿入一「急速な」
14）「つまるところ〔also〕」→「それゆえに〔daher〕」
15）「｛」および「｝」→「（」および「）」
16）「他人の」－エンゲルス版でも強調されている。
｢それは」→「貸付資本は」
｢再生産的資本家諸階級」→nZiE業資本家と商業資本家と」
｢たとえば」→「すでに見たように」
｢不況局面」－adversephases→ungUnstigePhasen
｢しばしば」→「個々のとくに不利な状態にある事業部門では」
｢a)」－削除。（上の注解注⑥を見よ｡）
｢投資する」→「買い集める」
｢持ち続けられる」→「売り放たれない」
｢彼ら」→「貨幣資本家」
「「」および「」」－削除。
「（」および「）」－削除。
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利子率が低ければ，貨幣資本〔moneyedcapital〕の減価はおもに預金
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者（彼らの①預金のうち，株式銀行が最近発展するまでは，その４分の３
は，銀行業者のもとでも，ただ②，つまり無利子だった)､③b)2)の負担に
なって銀行3)の負担にはならない｡』）
①〔異文〕「預金」－あとから書かれている。
②〔異文〕「，つまり無利子」－あとから書き加えられている。
③〔注解〕脚注ｂ）をマルクスは仕上げなかった。
1）「(彼らの預金のうち，株式銀行が最近発展するまでは，その４分の３は，銀
行業者のもとでも，ただ，つまり無利子だった)」－エンゲルス版では，こ
の部分は，前後の括弧をはずし，次の独立の文とされた。－「イギリスでは
全銀行預金の４分の３は無利子だった｡」
2）「b)」－M'１除・（上の注解注③を見よ｡）
3）「銀行」→「銀行業者」
4）挿入一「今日この銀行預金に利子が支払われる場合にも，その利子は現行
利子率よりも少なくとも１％は低い｡」
いま,1)2)そのほかの諸階級の貨幣蓄積について言えば，われわれは，利
子生み証券に投下されてこの形態で蓄積される部分は度外視する。われわ
れは，ただ，「貨幣」資本、貸付可能な資本〔,,moneyed")loanableCapi‐
tan3)として市場に投じられる部分だけを考察する｡
l）「いま〔nun〕,」－削除。
2）挿入一「資本家の」
3）「｢貨幣」資本(貸付可能な資本〔,,moneyed"(loanableCapital〕」－
ＭＥＧＡでは，草稿で「｢貨幣」〔,,moneyed"〕」のうえに「貸付可能な〔loan‐
able〕」と書かれていることを，このようにして示している。（草稿では，「貸
付可能な」という語だけが上に書かれているのであるが，この表記法では，
「貨幣」の上に「貸付可能な」と書かれているのか，それとも「貸付可能な資
本」と書かれているのか判然としない｡）
まず第１に!)，利潤のうち，収入として支出されないで蓄積に向けられ
￣ 
る部分，といっても再生産的資本家2)にとって自分の事業のなかでは直接
「貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２５３
の3)使い途のない部分4)。この利潤は直接には，⑪商品資本のうちに，それ
の価値の一部分として存在している5)。いま，商品資本6)が（商人はここ
では7)さしあたり度外視しよう8)，彼らについては別に述べるであろう）
(商品資本のうち，当初の資本に等しい価値部分だけでなく，利潤の部分
にイコール〔の価値部分〕も)9)Ｆ１分の10)生産諸要素に再転化させられな
いかぎりは，それは貨幣に実現されて，－時，貨幣の形態で存在しなけれ
ばならない川)。この〔利潤〕量は資本そのものの量とともに増大する（'2）
利潤率が下がる場合でさえも)'2)。収入として支出されるべき部分はだん
だんと'3)消費されて行くが，そのあいだは預金として②銀行業者のもとで
貨幣資本〔moneyedCapital〕M)を形成する。だから，利潤のうち収入と
して支出される部分の増大でさえも，③一時的な15)，しかしたえず繰り返
される，貨幣資本〔moneyedCapitaDの蓄積として表現されるのであ
る。１６）〔利潤のうちの〕もう一つの，蓄積に向けられている部分も同様で
ある。だから，信用制度〔Creditwesen〕とそれの組織との発展につれて，
収入の（④再生産的資本家たちの消費の)'7)増大でさえも，貨幣資本
〔moneyedCapitaDI8)の蓄積として表現されるのである。そして，この
ことは，収入がだんだんに消費されて行くかぎりでは，すべての収入にあ
てはまる。つまり地代，比較的高級な形態'9)の労賃⑤，不生産的諸階級の
収入，等々にもあてはまる。｛20)生産的資本家を度外視すれば,21)すべての
収入が－時２２)，貨幣収入23)の形態をとるのであり，したがってまた預金に，
だからまた貨幣資本〔moniedCapital〕24)に転化することができるのであ
る｡}20)収入は，貨幣に転化された，商品資本の一つの価値部分であり，し
たがってまた現実の蓄積の表現でもあれば結果でもあるが，しかし生産的
資本そのものではない，ということは，どんな収入についても，それが消
費に向けられていようと蓄積に向けられていようと，２５)貨幣形態で存在し
ていさえすれば(回鯛)およそどんな貨幣形態であろうと)鰯),言えるこ
とである。ある紡績業者が自分の商品28)を綿花等々29)と交換したが，収入
をなす部分は貨幣と交換したとすれば，彼の生産的資本30)の現実の定在は，
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織物業者または３１)個人的消費32)の手に（糸の種類に応じて)33)移った糸で
あり，しかもこの糸は，再生産のためのものであろうと消費のためのもの
であろうと，それのなかに潜んでいるIlliIIlXI川)の定在でもあれば剰余価値の
定在でもある。貨幣にI転化する剰余価値の人きさは，糸に潜んでいる剰余
価値の大きさによって定まる。しかし，糸が貨幣に転化してしまえば，こ
の貨幣はただこの剰余価値のlli値定在でしかないのである。そして，この
ようなものとしてこの貨幣は貨幣資本〔moniedcapital〕351の契機になる。
それがそうなるためには（蝿)もしそれの所有者自身によって37)貸し出され
ていなければ)36)，それが預金に蛭化するということよりほかにはなにも
必要ではない。この貨幣が生産的資本に11j転化されるべきであるなら，そ
れが再転化される量，等々は，再生産諸要素の価格や量的規模〔Massen‐
haftigkeit〕にかかっているのである｡38)’39）
①〔異文〕
②〔異文〕
③〔異文〕
④〔異文〕
⑤〔異文〕
いる。
｢商品資本」←「商品」
｢銀行業者のもとで」－あとから書き加えられている。
｢一時的な，しかし」－あとから書き加えられている。
ここに，「利子のうち〔vonZins〕」と書いたのち消している。
ここに，「(本来の賃労働者の節約でさえも)」と書いたのち消して
1）「まず第１に」→「ここでまず第１にわれわれの前にあるのは」
2）「再生産的資本家」→「産業資本家」
3）「直接の」→「さしあたり」
4）挿入一「である」
5）「商品資本のうちに，それの価値の一部分として存在している」→「それを
自分の価値の一部分とする商品資本のうちに，それの価値の一部分として存在
している」
6）「商品資本」→「この部分」
7）「ここでは」－削除。
8）「しよう」→「する」
9）「(商品資本のうち，当初の資本に等しい価値部分だけでなく，利潤の部分に
イコール〔の価値部分〕も)」－削除。
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２５５
10）「自分の」→「商品資本の」
11）「それは貨幣に実現されて，－時，貨幣の形態で存在しなければならない」
→「それはしばらくは貨幣形態のままでいなければならない」
12）「（」および「）」－削除。
13）「だんだんと」－ここでもそうであるが，マルクスはａｕｆｕｒｅｔａｍｅｓｕｒｅ
という語をＭｕｒｅｔｍ６ｓｕｒｅと普く癖があった。ＭＥＧＡは，このうちの
m6sureをすべてｍｅsureに修IIiしている。
１４）「貨幣資本〔moneyedCapitaD」→「貸付資本」
15）「一時的な〔tempMir〕」→「漸次的な」
16）挿入一「そして,」
17）「(再生産的資本家たちの消費の)」→「，すなわち箙業資本家や商業資本家
の消費の」
18）「貨幣資本〔moneyedCapital〕」→「貸付資本」
19）「形態」（単数）→「諸形態」
20）「｛」および「｝」－削除。
21）「生産的資本家を度外視すれば,」－削除。
22）「一時〔einenAugenblick〕」→「ある期間〔ftireinegewisseZeit〕」
23）「貨幣収入〔Geldrevenue〕｣－筆者のノートでは｢貨幣準備〔Geldreserve〕」
となっている。手稿にあたって再確認することができていない。エンゲルス版
では「貨幣収入」である。
24）「貨幣資本〔moniedCapital〕」→「貸付資本」
25）挿入一「なんらかの」
26）ここで，559-560ページが飛んでいるのは，５５９ページは草稿352ａページ
（｢混乱」の最初のページ）のファクシミリ，５６０ページはその裏面となってい
るからである。
27）「(およそどんな貨幣形態であろうと)」－削除。
28）「商品」→「糸」
29）「等々」－削除。
30）「生産的資本」→「産業資本」
31）挿入一「場合によっては〔etwa〕」
32）「消費」→「消費者」
33）「(糸の種類に応じて)」－削除。
34）「価値」→「資本価値」
35）「貨幣資本〔moniedcapital〕」→「貸付資本」
36）「（」および「）」－削除。
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37）挿入一「すでに」
38）「この貨鞭が生産的資本に再転化されるべきであるなら，それが再転化され
る量，等々は，再生産諸要素の価格や量的規模〔Massenhaftigkeit〕にかかっ
ているのである｡」→「ところが，この貨幣が生産的資本に再転化させられる
ためには，それはすでに一定の最小限度に達していなければならないのである｡」
39）草稿ではここに，「混乱〔DConfusion〕」という表題がつけられた抜準録
（352a-352jページ）が置かれている（ＭＥＧＡの561-583ページ)。この部分
は別稿で取り扱うことにし，本稿では省く。
[Ⅲ）５６１ページの続き］
〔エンゲルス版「第32章貨幣資本と現実資本．Ⅲ（結び)｣〕
囮l353Llにのように資本に｢WiliZi化する人員の貨幣は，大量的な
再生産過程の結果であるが，そのものとして見れば，つまり2)貨幣資本
〔moneyedCapitaDとしては，それ自身は大量の再生産的資本ではない。
1）挿入一「第３２章貨幣資本と現実資本．Ⅲ（結び)」（表題）ここから，
エンゲルス版で「第３２章貨幣資本と現実資本.Ⅲ（結び)」に利用された部
分が始まる。
2）挿入一「貸付可能な」
これまでに説明したことで最も重要なのは，収入のうち消費に向けられ
ている部分の膨張（１）この場合労働者は度外視する，なぜなら労働者の収
一
入は可変資本にイコールだからである}')は2)貨幣資本の蓄積として現われ
るということである。つまり，貨幣資本の蓄積には，生産的資本$)の現実
の蓄積とは本質的に違った－つの契機がはいるのである。というのも，年
間生産物のうちで消費に向けられる部分はけっして資本にはならないのだ
からである。（１）そのうちの一部分は，資本を，すなわち生活手段5)の生産
者たちの不変資本を補填する6)が，しかし，その部分が現実に資本に転
「貨幣資本と現実資本」（｢資本論』第３部第30-32歳）の草稿について２５７
化するかぎりでは，それは7)不変資本の生産者の収入の現物形態で存在す
る｡)|)収入を表わしておりたんなる，消費の手段8)として役立つその同じ貨
幣が，たえず，)，貸付可能な「Ｍ１)貨幣資本｣'0）〔loanable"moniedcapital"〕
に転化するのである。この貨幣が労賃を表わしているかぎりでは，それは
同時に可変資本の貨幣形態であり，また，それがﾉLLi活手段'１)の生産者の不
変資本を補填するかぎりでは，それは彼らの不変資本の腿)貨幣形態であっ
て，⑩補填されるべき彼らの不変資本の移転〔transfer〕に'3)役立つ。し
かし,皿)この二つの形態のどちらにあっても，この貨幣は，たとえその量
は再生産過程の規模につれて増大するにしても，それ'＝１体としては蓄積を
表わしてはいない。しかし，それが同時に，「２－時的には１５)，貸付可能な
｢貨幣資本」〔loanable,,moniedcapital"〕の１６)機能を，すなわち貸付可
能な〔ausleihbar〕貨幣としての機能を遂行するのである。だから，この
面から見れば，貨幣資本〔moniedcapital〕の蓄積は，つねに，現実に
存在するよりも大きな資本蓄積を表現'7)せざるをえないのである。という
のは，個人的消費過程は，それの媒介と拡大とにおいて,'8)貨幣資本
〔moniedCapital〕の蓄積として現われるから，つまり，現実の蓄積のた
めに，新たな資本投下を開始する貨幣のために，貨幣形態を提供するから
である。
①
②
Ｄ
の
印
の
⑦
①
刀
印
⑳
〔異文〕「補填されるべき彼らの」←「費消さ[れた］〔aufgezehr[ten]〕」
〔異文〕「一時的には,」－あとから書き加えられている。
「｛」および「｝」→「（」および「）」
挿入一「さしあたりは」
｢生産的資本」→「産業資本」
「（」および「）」－削除。
｢生活手段」→「消費手段」
｢補填する」－エンゲルス版では強調されている。
挿入一「この」
｢手段」→「媒介者」
｢たえず」→「通例は，しばらくのあいだ」
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｢「」および「」」一削除。
｢生活手段」→「消費手段」
｢彼らの不変資本の」→「彼らの不変資本が一時的にとる」
｢移転〔transfer〕に」→「の現物要素を買うのに」
｢しかし,」－削除。
｢同時に，一時的には〔temportir〕」→「しばらくは〔zeitweilig〕」
｢貸付可能な「貨幣資本」〔loanable,moniedcapital"〕の」→「貸付可能
10） 
11） 
12） 
13） 
14） 
15） 
16） 
な貨幣の，したがって貨幣資本の」
17）「表現」→「反映」
18）「個人的消費過程は，それの媒介と拡大とにおいて,」→「個人的消費の拡大
は，貨幣に媒介されていないために,」
(1)2)貨幣資本〔moniedCapital〕の蓄積は，－部は，次の事実のほか
にはなにも表わしてはいない。すなわち，再生産的資本の実体的な〔real〕
諸要因の直接的な交換を度外視すれば,3)再生産的資本がその過程でとる
形態である貨幣')は,すべて，再生産する人々〔dieReproduktiven〕が
前貸する貨幣ではなくて5)彼らが借りる⑪貨幣という形態をとるのであり，
7)実際には，再生産過稗で行なわれなければならない貨幣の前貸が借りら
れた貨幣の前貸として現われる，という事実である。実際には，帥一方の
人が他方の人に，彼が再生産過程で必要とする，)貨幣を貸すのである。と
ころが，このことが，銀行業者が再生床する人々に貨幣を貸す，という形
態をとるのであって，これは，再牛塵する人々が事実上は，彼ら自身もそ
の一人である公衆に，彼らが必要とする貨幣資本〔moneycapital〕の残
高を委ねる，というのと|可じことである｡囮それは同時に，この資本
の処分権はまったく仲介者〔Mittelperson〕としての(1)銀行業者たちの手
に握られてしまう，ということを表現している｡１１１)｝'）
①〔異文〕「銀行業者たち〔bankers〕」←「貨幣貸［付業者たち］〔money
Uenders]〕」
l）「｛」および「）」－削除。
2）挿入一「つまり〔also〕，貸付叫能な」
｢貨幣資本と現実資本」（｢資本論』第３部第30-32章）の草稿について２５９
3）「再生産的資本の実体的な〔real〕諸要因の直接的な交換を度外視すれば,」
－削除。
4）「再生産的資本がその過程でとる形態である貨幣」→「産業資本がその循環
の過程で転化して行く貨幣」
5）「再生産する人々〔dieReproduktiven〕が前貸する貨幣ではなくて」→
｢再生産する資本家たちが前貸しする貨幣の形態をとるのではなくて」（エンゲ
ルス版では，「前貸しする」が強調されている｡）
６）「借りる」－leihen→borgenエンゲルス版では，この「借りる」は
強調されている。
７）挿入一「したがって」
８）挿入一「商業信用の基礎の上では,」
９）「必要とする〔braucht〕」－この語は，インクのしみがあって途中が見え
なくなっている。ＭＥＧＡは，この部分をrauと読んだうえで，解読に確信が
もてないとしている。
10）「ところが，このことが，銀行業者が再生産する人々に貨幣を貸す，という
形態をとるのであって，これは，再生産する人々が事実上は，彼ら自身もその
－人である公衆に，彼らが必要とする貨幣資本〔moneycapital〕の残高を委
ねる，というのと同じことである。それは同時に，この資本の処分権はまった
く仲介者としての銀行業者たちの手に握られてしまう，ということを表現して
いる｡」→「ところが，今ではこのことが次のような形態をとるのである。す
なわち，再生産する人びとの一方の部分から貨幣を借りる銀行業者が，再生産
する人びとの他方の部分にその貨幣を貸し，そこで銀行業者が福の神として現
われ，それと同時に，この資本の処分権はまったく仲介者としての銀行業者の
手に握られてしまう，という形態である｡」
（１）資本（使命から見て）への収入の再転化とはさらに区別されるべき，
貨幣資本の蓄積の二つの形態。２)たとえば，原料やその他の生産要素3)の
価格の下落によって資本がＰ)遊離させ〔liberate〕｣いられる。資本家5)が
直接に自分の再生産過程を拡張することができなければ，彼の貨幣資本の
一部分は循環のなかでのそれの機能から遊離して6)，⑪貸付可能な貨幣資本
〔loanablemoniedcapital〕に転化する。第２に，たとえばことに商人
の場合には，金または銀での還流は彼にとって最悪の種類の還流であって，
②というのも，彼は商品での還流の場合にはさらに③商品の価格に加えら
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れた利潤をあげることができるのであって，第１に最初の商品の販売のと
ころで，次には返り荷商品〔Returnware〕の販売のところでそうできる
のだが，他方金または銀は，国内貨幣の材料となっている商品であって，
いつでもただそれの価値を実現するだけであり，ただ，一定分量（それ自
身の価値の大きさによって規定されている分量）の国内貨幣に転化できる
だけだからである｡7)ところで，中断が生じ，そのために商人が新しい取
引をもっとあとでなければ始められないとすれば8)，９)貨幣は彼にとっては
ただ蓄蔵貨幣を表わし，遊休'0)資本を表わしているだけである。しかし，
同時にそれは直接に貸付可能な「'１)貨幣資本｣u）〔loanable"moniedCapi‐
tal"〕の蓄積を表わしている。一方の'2)場合には，貨幣資本〔monied
Capital〕のこの13)蓄積が表現しているのは，⑳より有利な諸条件のもとで
の再生産過程の反復であり，それ以前は拘束されていた資本の一部分が現
実に遊離することであり，つまり，⑤同じ資金〔Geldmittel〕での再生産
過程の拡張の力〔Power〕M)である。１３)他力の場合には，〔それは〕たんな
る取引の流れの中断〔を表現している〕。しかしどちらの形態'6)にも，そ
の貨幣は'7)貨幣資本〔moniedCapital〕に転化し，この資本の蓄積を表
わし，ひとしく貨幣市場，利子率'8)に影響を与える。といっても，現実の
蓄積過程へのそれの関係は対立的な'性質のものなのではあるが19)。最後に，
貨幣資本〔moniedCapitaDの蓄積は，－財産を作って再生産から引退
する連'二１１の量によって規定される2(1)。産業循環のなかでの２１)利潤が多けれ
ば多いほど，これらの「引退する〔retiring〕」greengrocer22)の数はそれ
だけ大きくなる。それゆえ23)，灘)貨幣資本〔moniedcapital〕のこうした
蓄積が表現するものは，一方では現実の蓄積であり⑥(それの相対的な大
きさから見れば)，他方ではつねに2Ｍ'ただ，再生産的資本家が26)貨幣資本
家〔moniedcapitalist〕に転化する範囲だけである｡}、’
①〔異文〕「貸付可能な」－あとから書き加えられている。
②〔異文〕はじめ，ここにピリオドを打って文を終えたが，それをコンマに変
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２６１
更して，以下の部分を晋き継いだ。
③〔異文〕「商品の価格に加えられた」←「商品の価値に加えられた」←「商
品に加えられた」
④〔異文〕ここに，「現実の蓄[積］〔wirklicheAc[cumulation]〕」と書いた
のち消している。
⑤〔異文〕ここに，「現実の拡[大］〔wirklicheEr[weiterung]〕」と書いたの
ち梢し，さらに「現実の可能性」と書いたのち消している。
⑥〔異文〕「(それの相対的な大きさから見れば)」－あとから書き加えられ
ている。
⑦〔異文〕「ただ，再生産的資本家が貨幣資本家に転化する範囲だけである」
←「たんなる〔……〕転化である」
l）「｛」および「｝」－削除。
2）「資本（使命から見て）への収入の再転化とはさらに区別されるべき，貨幣
資本の蓄積の二つの形態｡」→「貨幣資本の蓄積については，このほかにもい
〈つかの特殊的形態を挙げることができる｡」
3）「原料やその他の生産要素」→「原料などのような生産要素」
4）「「」および「」」－削除。
5）「資本家」→「産業家」
6）「循環のなかでのそれの機能から遊離して」→「余分なものとして循環から
突き離されて」
7）「第２に，たとえばことに商人の場合には，金または銀での還流は彼にとっ
て最悪の種類の還流であって，というのも，彼は商品での還流の場合にはさら
に商品の価格に加えられた利潤をあげることができるのであって，第１に最初
の商品の販売のところで，次には返り荷商品〔Returnware〕の販売のところ
でそうできるのだが，他方金または銀は，国内貨幣の材料となっている商品で
あって，いつでもただそれの価値を実現するだけであり，ただ，一定分量（そ
れEI身の価値の大きさによって規定されている分量）の国内貨幣に転化できる
だけだからである｡」→「第２に，事業に中断が生じれば，ことに商人の場合
には，資本が貨幣形態で遊離させられる｡」
8）「ところで，中断が生じ，そのために商人が新しい取引をもっとあとでなけ
れば始められないとすれば」→「商人がすでに一連の取引をすませていて，新
しい取引はこのような中断のためにもっとあとでなければ始められないとすれ
ば」
9）挿入一「実現された」
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１０）「遊休」→「余分な」
11）「「」および「」」－削除。
12）「一方の」→「第１の」
13）「この」－削除。
14）「拡張の刀〔Power〕」→「拡張の能力付1Ｊ〔Befiihigung〕」
15）挿入一「これに反して,」
16）「形態」→「場合」
17）挿入一「貸付可能な」
18）「貨幣市場，利子率」→「貨幣市場および利子率」
19）「といっても，現実の蓄積過程へのそれの関係は対立的な性質のものなので
はあるが」→「といっても，それは一方の場合には現実の蓄積過程の促進を表
現し，他方の場合にはその川''二を表現しているのではあるが」
20）「連中〔Kerl〕の量によって規定される」→「人びとの数によってもたらさ
れる」
21）「産業循環のなかでの」→「産業循環の経過'１１の」
22）「｢引退する〔retiring〕」greengrocer｣→「彼ら」マルクスはここで，また
のちにも（本稿２７７ページ)，生産・商業から引退した資本家をgreengrocer
と呼んでいるが，文字どおり「八百屋」を意味しているのでないことは明らか
である。しかし，マルクスが彼らをなぜこのように呼ぶのか，筆者にはまった
く見当がつかないので，原語を掲げておく。ご存知の方のご教示を得たい。
23）「それゆえ」→「ここでは」
24）挿入一「貸付可能な」
25）「つねに」－削除。
26）挿入一「たんなる」
’３５４上｜ところで，利潤のもう一つの部分，すなわち収入として消費
されるものとして予定されていない部分について言えば，それが貨幣資本
〔moneyedCapital〕に転化するのは，ただ，それが直接に，それを生み
だした生産部面での事業の拡張に充用されない場合だけである。このよう
なことは二つの原因から生じうる。一つの原因は，この部面!)が必要な2）
資本で飽和状態にある〔saturated〕ということである。もう一つの原因
は，資本として機能できるようになるまえに3)，蓄積がまずもって，この
特定の画事業での新たな資本の充用の鋤関係に規定されたり或る程
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32厳）の哨稿について２６３
度の大きさに達していなければならない，ということである。だから，蓄
積はさしあたりまず3)貨幣資本〔moneyedCapital〕に､艇化して，他の諸
部面での生産の拡張に役立つのである。６)諸事`情がすべて変わらないもの
と仮定すれば，資本への再転化に予定される利潤の域は，得られる利潤の
､}量によって，したがってまた，諸事'情がすべて変わらないものと前提す
れば,7)現実の8)再/ＭＥ過堤，)の拡張によって，左右されるであろう。しか
し，もしこの新たな蓄積がそれの充用にさいして役~ﾄﾞ部１ｍの不足から生じ
る困難に'0)ぶつかるⅢ）（したがって，その結果さらに12)，充用中の再生産
的資本が支払う利「が低トーすることになる)'3)とすれば，このような'4)貨幣
資本〔moneyedCapitaDのプレトラが証明するものは，資本主義的15)生
産過程'6）の諸制限以外のなにものでもない。そのあとにくる信用詐欺は，
この剰余資本'7)の充)'１にたいする積極的な障害がない，ということを証明
している。とはいえ，資本の価値増殖の諸法則〔Verwerthungsgesetze〕
への'8)障害，つまり資本が資本としてllli値増殖できる諸限界への19)障害は
あるのであるＯ'2貨幣資本〔moneyedcapital〕そのもののプレトラは必
ずしも過剰生瀧を，あるいは20)資本の充用場面のイ足を21)表現するもので
はない。
①〔異文〕「量〔Masse〕」←｢大きさ〔Gr6sse〕」〔ＭＥＧＡ編集部はこのGr6sse
を「確実な解読ではない」としている｡〕
②〔異文〕この一文はあとから書き加えられている。
l）「この部面〔dieseSphdre〕」－草稿では，dieserSphdreと誤記されて
いる。ＭＥＧＡでは，訂正目録への記載なしに，訂jＫしている。
2）「必要な」－削除。
3）「機能〔functioniren〕できるようになるまえに」→「機能〔fungieren〕で
きるようになるためには」
4）「に規定された」→「に応じて,」
5）挿入一「貸付可能な」
6）挿入一「他の」
7）「諸事情がすべて変わらないものと前提すれば,」－削除。
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８）「現実の」－削除。
９）挿入一「そのもの」
10）「投下部面の不足から生じる困難に〔aufSchwierigkeiten;ausMangelan
sphereofemployment〕」→「困難に，投下部面の不足に〔aufSchwierig
keiten,aufMangelanAnlagesphiiren〕」草稿でのausMangelのａｕｓが
aufの誤記であった可能性もある。
11）「ぶつかる」→「ぶつかり，したがって諸生産部門の過度充満や貸付資本の
過剰供給が生じる」
12）「さらに〔nun〕」－ＭＥＧＡはｎｕｒと読んでおり，そうであれば，「ただ，
充用中の再生産的資本が支払う利子が低下することになるだけである」という
意味になるが，誤りであろう。
13）「(したがって，その結果さらに，充用'１]の再生産的資本が支払う利子が低下
することになる)」－削除。
14）挿入一「貸付可能な」
15）「資本主義的」－エンゲルス版でも強調されている。
16）「生産過程」→「生産」
17）「剰余資本〔surplusCapital〕」→「過剰な資本」
18）「への〔an〕」→「による〔verm6ge〕」
１９）「への〔an〕」→「による〔verm6ge〕」
20）「あるいは」－削除。
21）挿入一「さえも」
ちなみに次のことを考えるならば，すなわち,!)貨幣資本〔moneyed
Capital〕2)の蓄積とは，ただたんに，貨幣が⑪貸付可能な貨幣〔verleihba‐
resGeld〕として沈殿する（あるいは貸付可能な貨幣〔verleihbaresGeld〕
という形態をとる)3)ことであって,｡この過程は，貨幣の5)資本への現実
の転化とは非常に違うものである（`)それはただ，貨幣が資本に，それ自
体としては自由に処理できない資本に,7)転化されうるような形態での，
貨幣の蓄積にすぎない)6)こと,8)この蓄積は，すでに指摘したように，現
実の蓄積とは非常に違った諸契機を表現していることがありうること,9）
－こうしたことを考えるなら,川)現実の蓄積がたえず拡張されている場
合に，②貨幣資本の蓄積の''1拡張は，一部は現実の蓄積の拡張の結果でも
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32歳）の草稿について２６５
ありうるし，一部は現実の蓄積の拡張に伴ってはいるがそれとはまったく
違った諸契機の結果でもありうる（〔両者の］対１７１の場合〕は度外視す
るとしても)１２）〔ということになる〕・現実の蓄積からは独立していながら
しかも13)それに随伴するそのような諸契機によって，貨幣資本〔monied
Capital〕M)の蓄積が膨張させられる'３，という理１１]からだけでも，循環の
一定の諸局面iではつねにこの'5)貨幣資本〔moniedCapital〕のプレトラ
が生ぜざるをえないのであり，また，信用制度〔Creditwesen〕の発展'6）
につれて，このプレトラが発展せざるをえないのであり，したがって同時
に17)，生産過程をそれの資本主義的諸制限を乗り越えて駆り立てることの
必然性が－過剰取引〔Overtrading〕，過剰生産〔Overproducing〕，過
剰信用〔Overcrediting〕が－発展せざるをえないのである。しかも'8）
このことは，つねに，跳ね返り'9)を呼び起こすような諸形態で起こらざる
をえないのである。
①〔異文〕「貸付可能な貨幣として沈殿する」←「貸し付けられる」
②〔異文〕ここに，「この蓄積からは独立した蓄積のこうした拡張」と書いた
のち消している。
③〔異文〕「，という理由からだけでも〔Schonweil〕」←「のだから〔Da〕」
1）「ちなみに次のことを考えるならば，すなわち,」－削除。
2）「貨幣資本〔moneyedCapital〕」→「貸付資本」
3）「(あるいは貸付可能な貨幣〔verleihbaresGeld〕という形態をとる)」－
削除。
4）「であって,」→「である｡」
5）「貨幣の」－削除。
6）「（」および「）」－削除。
7）「それ自体としては自由に処理できない資本〔anundfUrsichnichtdispo‐
niblesCapital〕に,」－削除。草稿でのこの句は，もしかすると，nichtが
誤記であって，「それ自体として自由に処理できる資本」と読むべきところか
もしれない。
8）「すぎないこと,」→「すぎない。しかし,」
9）「ありうること,」→「ありうる｡」
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10）「－こうしたことを考えるなら,」－削除。
11）挿入一「この」
12）「ありうる（〔両者の〕対立〔の場合〕は度外視するとしても)」→「ありう
るし，最後にまた一部は現実の蓄積の停滞の結果でさえもありうる｡」
13）戸しかも」－ｄｏｃｈ→dennoch
l4）「貨幣資本〔moniedCapital〕」→「貸付資本」
15）「この」－削除。
16）「信用制度〔Creditwesen〕の発展」→「信用の発達〔Ausbildung〕」
17）「えないのであり，したがって同時に」－「えない。そこで，また同時に信
用の発達につれて」
18）「しかも」→「それと同時に」
１９）「跳ね返り〔rebound〕」→「反動〔RUckschlag〕」
地代，労賃，等々からの貨幣資本の蓄積について言えば，ここでそれに
立ち入るのは余計なことである。ただ次の契機だけは強調しておかなけれ
ばならない。すなわち，現実の節約や禁欲の仕事（貨幣蓄蔵者たちの）は，
それが蓄積の諸要素を供給するかぎりでは，資本宅義的生産様式、の進展
に伴う分業によって，それらのうちの2)極小のものを受け取る人びと，す
なわち，労働者韓々3)のように，銀行の破産のさいには')自分が貯蓄して
きたものさえもなく国してしまうような人びとにゆだねられる。とい
うことである。一方では，１１生産的資本家5)の資本は彼自身によって「貯
蓄」されるのではなくて，彼は自分の資本の大きさに比例して他人の貯蓄
を曰｢ｔ１にするのであり，他方では，貨幣資本家〔moniedCapitalist〕は
他人の貯蓄を自分の「6)資本｣6)にし，また，再生産的資本家たちが互いに
与え合う信用や公衆が彼らに与える信用を自分の私的な致富源泉にするの
である。資本は節倹と労働と7)の生みの子だという8)資本主義的システム
の②最後の幻想も，これでだめになってしまう，)。利潤が他人の労働の取
得であるばかりではなくて，この他人の労働を'0)搾取するための資本も
｢u)他人の｣M)所有物からなっているのであって，この他人の所有物を貨幣
資本家〔moniedCapitalist〕が１１ｉ産的資本家'2)に[1由に使わせ，そのか
「貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２６７
わりに前者がこれはまたこれで後者を搾取するのである。
①〔異文〕「生産的」－あとから書き加えられている。
②〔訂正〕「般後の〔letzte〕」－手稿では「後省の〔letztre〕」となっている。
１）「資本主義的生産様式」→「資本主義ｉＭｉ産」
２）「それらのうちの」→「それらの要素のうちの」
３）「等々」－削除。
４）挿入一「非常にしばしば」
５）「生産的資本家」→「産業資本家」
６）「「」および「」」－削除。
７）「節倹と労働と」→「[|巳の労働と節倹と」
８）「だという」→「であるかのように思う」
９）「だめになってしまう［fl6tengehen〕」→「砕かれてしまう〔indieBrUche
gehen〕」
10）挿入一「動かし」
11）「「」および「」」－lilll壕。
12）「化産的資本家」→「産業資本家」
なおもう少し信用資本について述べておかねばならない。
{')同じ貨幣片が何度貨幣資本〔moniedCapital〕2)として役立ち〔fun‐
giren〕うるかは，つまり，どれだけの額になるかは,3ﾙ!)まったくⅢ〕次の
ことにかかっている。５)(1)|可じ貨幣片が'21販売あるいは支払で何度商品価
値を実現するか，６)また7)，何度それが収入を実現するか，ということに
かかっている。この収入そのものが商品Iilli値の’'３５５１二｜一部分でしか
ないこともありうるのであって，この部分が労賃に3（不生産的または生
産的に）役~卜されるのであろうと，あるいは，売り手'二|身または第３の人
物が（貨幣貸付業者〔moneylender〕または地主または国家がかわるが
わる）文lⅡしなければならない剰余価値を実現するのであろうと，そうで
ある｡8)それだから，それが実現されたIIliI11Llとして(9)資本であれ収入であ
れ)9)何度待ち手を取り替えるかは，｜ﾘＩらかに，現実の諸取り|の規模と量
とにかかっているのである。'0）しかし，(2)u)諸支払の節約に，信用制度
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〔Creditwesen〕の発展および組織化〔Organisation〕に，かかっている。
'2)しかし，(3)信用の連鎖の速さ13)に（川)したがって，それがある点で預金
として沈殿しても，それが'5)すぐにまた貸付として出て行くということ，
等々'6)に④）Ｍ)かかっている｡⑤}'）
①〔異文〕ここに，「(諸支払の節約等々のような他のすべての事情が同じまま
であるとすれば)」と書いたのち消している。
②〔異文〕「販売」←「購買」
③〔異文〕「(不生産的またはL'三産的に)」－あとから書き加えられている。
④〔訂正〕「）」－手稿では欠けている。
⑤〔訂正〕「｝」－手稿では欠けている。
l）「（」および「）」－削除。
2）「貨幣資本〔moniedCapital〕」→「貸付資本」
3）「つまり，どれだけの額になるかは,」－削除。
4）挿入一「すでに述べたように,」
5）エンゲルス版ではここで改行されている。
6）挿入一「したがって何度資本を移転するか」
7）挿入一「さらに」
8）「この収入そのものが商品価値の一部分でしかないこともありうるのであっ
て，この部分が労賃に（不生産的または生産的に）投下されるのであろうと，
あるいは，売り手自身または第３の人物が（貨幣貸付業者〔moneylender〕
または地主または国家がかわるがわる）支出しなければならない剰余価値を実
現するのであろうと，そうである｡」－削除。
「（」および「）」－削除。
エンゲルス版ではここで改行されている。
挿入一「これは,」
エンゲルス版ではここで改行されている。
「連鎖の速さ〔drascheVerkettung〕」→「連鎖と作用速度」
「（」および「）」－削除。
挿入一「他の点では」
「’等々」－削除。
９） 
１０） 
11） 
12） 
13） 
14） 
15） 
16） 
貨幣資本〔moniedCapital〕')が存在する形態が，ｕ)ただ，２)貨幣の(3)金
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２６９
銀の，すなわち!)自己の材料5)が価値の尺度として役立つ商品の)3)形態だ
けだと仮定しても，この貨幣資本〔moniedCapital〕の大きな一部分は，
つねに必然的にたんに架空なものである，すなわち価値への権原〔Titel〕
である(6)価値章標と7)同様に)`)。Ａは彼の商品または彼の労働を売り，
それと引き換えにＧを，貨幣〔money〕を受け取る｡8)この9)貨幣〔money〕
が資本の変態１０)のなかで機能しⅢ)なければならないかぎり，’2)それは'3)貨
幣資本〔moniedCapital〕に転化するのではなく，②その所持者によっ
てｗ再生産１５)の諸要素と交換される。それがただちに収入の実現のために
役立つかぎりでは，それは通貨〔Currency〕として支払われてしまうの
であり，したがってまた，貨幣資本〔moniedCapital〕に転化すること
はできない（少なくともそれの所持者にとってはできない)｡'`)しかし，そ
れが貨幣資本〔moniedCapital〕'7)に転化して，同じ貨幣が繰り返し貨幣
資本〔moniedCapitaDl8)を表わすかぎりでは，明らかに，それはただ一
つの'9)点で金属貨幣〔metalliCmOney〕として存在するだけであって，
他のすべての点では，それはただ資本への請求権〔claim〕というかたち
で存在するだけである。これらの請求権〔claim〕の蓄積は，前提によれ
ば，現実の蓄積から，すなわち商品資本等々の価値が貨幣に転回化す
ることから，生じる○とはいえ，これらの請求権〔c,aim〕2｡)そのものの
蓄積は，それの源泉である現実の蓄積とも違うし，貨幣の貸出によって媒
介される将来の蓄積（２１)生産過程）とも違うのである。
〔異文〕「ただ〔blos〕」←「まったく〔ganz〕」
〔異文〕「その所持者によって」－あとから書き加えられている。
①
②
Ｄ
の
印
の
①
①
｢貨幣資本〔moniedCapital〕」→「貸付資本」
挿入一「現実の」
｢（」および「）」－削除。
｢すなわち」－削除。
｢材料〔Material〕」→「素材〔Stoff〕」
｢（」および「）」－削除。
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7）挿入一「まったく」
8）「Ａは彼の商品または彼の労働を売り，それと引き換えにＧを，貨幣〔money〕
を受け取る｡」－削除。
９）「この」－削除。
10）「変態」→「循環」
１１）「機能U-functioniren→fungieren
l2）挿入一「それはある期間は貨幣資本を形成するが，しかし,」
13）挿入一「貸付可能な」
14）「その所持者によって」－削除。
15）「再生産」→「生産的資本」
16）「交換される。それがただちに収入の実現のために役立つかぎりでは，それ
は通貨〔Currency〕として支払われてしまうのであり，したがってまた，貨
幣資本〔moniedCapital〕に転化することはできない（少なくともそれの所
持者にとってはできない)｡」→「交換されるか，または収入が実現されるとき
に流通手段〔Umlaufsmittel〕として支払われてしまうのであり，その所持者
のために貸付資本に転化することはできない｡」
17）「貨幣資本〔moniedCapital〕」→「貸付資本」
18）「貨幣資本〔moniedCapital〕」→「貸付資本」
19）「一つの」－エンゲルス版では強調されている。
20）挿入一「または名義」
21）挿入－「新たな」
一見したところ〔primafacia〕，貨幣資本〔rnoneyedCapital〕!）はつ
ねに貨幣〔money〕の形態で存在するａ)2)。(3)のちには貨幣への請求権
〔claimuponmoney〕として存ｲ[する。というのは，それの最初の存在
形態である貨幣〔money〕は，貸付けられれば,い)今では借り手の手の
なかで資本の現実の貨幣形態，貨幣資本〔moneyCapital〕として機能す
る6)からである。貸し手にとってはそれは貨幣への請求権〔ClaimUPOn
money〕に，あるいは7)所有権原に，転化してしまっている。それゆえ，
同じ量の8)貨幣〔money〕でも，非常に違った量の貨幣資本〔monied
Capital〕を表わすことができるのである｡)3)また,，)たんなる貨幣〔money〕
が，それ'０)が実現された資本であろうと実現された収入であろうと，たん
「貨幣資本と現実資本」（『資本論」第３部第30-32章）の草稿について２７１
なる貸出の行為によって，預金へのそれの岻化によってM）〔貨幣資本
〔moniedCapital〕に〕なるのである。｛'2)発展した信用システム〔Credit-
system〕のもとでの一般的な形態を考察する場合には，また商業的貸付
〔dcommercielleloan〕が考察されるかぎりでは13）〔そうである〕｝12)M）
預金は預金者にとっては貨幣資本〔moniedCapital〕である。しかしそ
れは，銀行業者の手のなかでは，それの所持者'5)の金庫のなかでではなく
て銀行業者の金庫のなかで遊休しているだけの，ただ可能的な貨幣資本
〔potentiellesmoniedCapital〕でしかないかもしれない｡16)b)１７)／
１）「貨幣資本〔moneyedCapital〕」→「貸付資本」
２）ここにつけられた原住は，エンゲルス版でもそのまま脚注として収められて
いる。原注ａ）を見よ。
３）「（」および「）」－削除。
４）「貸付けられれば,」－削除。
５）「それの最初の存在形態である貨幣〔money〕は，貸付けられれば，〔ｄ
money,worineszuerst,sobaldesverliehnwird,existirt〕」－この原文
は，ｄ､money,worineszuerstexistirt,sobaldesverliehnwirdとあるべき
ところである。
６）「資本の現実の貨幣形態，貨幣資本〔moneyCapital〕として機能する」→
「現実の貨幣形態で存在している」
７）「あるいは」－削除。
８）挿入一「現実の」
９）「また,」－削除。
10）挿入一「の表わすもの」
11）挿入一「貸付資本に」
12）「（」および「｝」－削除。
13）「，また商業的貸付が考察されるかぎりでは」－削除。
14）「｝」－草稿にはここにこの閉じ括弧があるが，ＭＥＧＡでは無視されてい
る。
15）「所持者〔Besitzer〕」→「所有者〔EigentUmer〕」
16）草稿ではここに「）」という閉じ括弧があり，ＭＥＧＡはこれを，さきの「（」
に対応する「｝」だと見ている。
17）ここにつけられた原注は，エンゲルス版でもそのまま脚注として収められて
272 
いる。原注ｂ）を見よ。
355下｜ａ)!）『〔銀行法特別〕委員会〔報告〕』，１８５７年，を見【原注】
ょ2)。
1）以下の原注は，エンゲルス版でも脚注とされている。
2）「を見よ」→「銀行業者トウェルズの;１１２言」
「第4516号。銀行業者として，あなたが取引されている〔dealin〕の
は資本ですか，それとも貨幣ですか？－私どもが取引しているのは貨幣
です。第４５１７号。預金はどのようにして貴行に払い込まれるのですか？
－貨幣でです。第４５１８号。それはどのようにして払い出されるのです
か゜－貨幣でです。第4519号｡!）では，預金は貨幣とは別のなにかだと
薑言ってもよろしいのですか？－いいえ｡」
法特別〕委員会〔報告〕｣，1857年｡2）
(銀行家トウェルズ)，「〔銀行
1）「第4519号｡」－エンゲルス版では落ちているが，ＭＥＷ版で補われてい
る。
2）「(銀行家トウェルズ)，「〔銀行法特別〕委員会〔報告〕」，１８５７年｡」－削
除゜
オウヴァストンは')，「資本」と「貨幣〔money〕」とのあいだでたえず
混乱におちいっている2)。利子とは，彼にとっては，］)貨幣〔money〕の
価値4)のことで⑩もあるが，それは貨幣の壁によって規定されているので
あり5)，また彼は，その利子は生産的資本の利潤によって，あるいは生産
的資本への需要によって6)規定されているのだから7)，それは資本の価値
なのだ，と言う｡8）
①〔異文〕「も」－あとから書き加えられている。
l）挿入一「(第２６章を見よ)」
2）「混乱におちいっている」－sichconfundiren→sichverwirren
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２７３
3）挿入一「「」
4）挿入一「」」
5）「のであり」→「かぎりでのことであり」
6）「生産的資本の利潤によって，あるいは生産的資本への需要によって」→
「生産的資本にたいする需要によって，また生産的資本があげる利潤によって」
7）「のだから」→「かぎりでは」
8）エンゲルス版ではここで改行されていない。
ＩＭＤ｢第４１４０号。「2)資本｣2)という言葉を使うのは非常に危険です。」
2)｢第４１４８号。この国からの地金の輸出はわが国にある貨幣の量の減少で
して，この国にある貨幣の:量の減少は，もちろん，貨幣市場〔」〕｛ここ
では3)つまり資本市場〔Capitalmarket〕ではないのである｝〔「〕一般
への圧迫をつくりだすにちがいありません｡」3「第４１１２号。貨幣が国外に
出て行くのにつれて，国内にある量は減らされて行きます。国内に残って
いる量のこのような減少は，この貨幣の価値の増加をLIiみだします。〔」〕
(このことは，もともと彼の理論では，４)諸商品の価値と比べての貨幣と
しての貨幣の相対的5)価値を‘o増大させる6)のである（通貨〔Circulation〕
の収縮によって)7)。つまり，この場合，貨蛎の価値のこうした増加は，諸
商品の価値の減少にイコールなのである。ところが，その間に，流通する
貨幣の量が諸価格を規定するのではない8)ということが，彼にとってさえ
反駁できないように論証されたので，そこで今度は，通貨〔Currency〕，）
としての貨幣の減少が，利子生み資本としての，貨幣資本〔moniedCapi-
tal〕としての１０)貨幣の価値を増大させ，したがってまた利子率を増大さ
せるのだ，と言うのである｡）〔「〕そして，残っているものの価値のこの
ような増加は，貨幣の国外流出を停止させ，そしてそれが均衡を回復する
のに必要なだけの量の貨幣を取り戻してしまうまで続くのです｡」Ⅲ)⑤【原
注ａ）終り】
①〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。〔ＭＥＧＡでは，「588.27」
とあるべきこの箇所の指示が「588.26」と誤記されている｡〕
②〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。
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③〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。〔ＭＥＧＡでは，「588.31-
３２」とあるべきこの箇所の指示が「58830-31」と誤記されている｡〕
④〔異文〕「増大させる」－あとから書き加えられている。
⑤〔異文〕脚注ａ）は「＋（下方に続く。）（オウヴァストン)」という指示で
終っている。このページの末尾にマルクスは次のようにメモした。－「＋次
ページの，チャプマンからの引用の後での，オウヴァストンの諸矛盾の続きを
見よ｡」〔ここで３５５ページの下半部が終わる｡〕
１）挿入一「彼は次のように言う｡」
２）「「」および「」」－削除。
３）「ここでは」→「これによれば」
４）挿入一「通貨の収縮によって」
５）「相対的」－削除。
６）挿入~にとを意I床する」
７）「(通貨〔Circulation〕の収縮によって)」－削除。
８）「のではない」－エンゲルス版でも強調されている。
９）「通貨〔Currency〕」→「流通手段〔Umlaufsmittel〕」
10）「，貨幣資本〔moniedCapital〕としての」－削除。
11）挿入一「－オウヴァストンのもろもろの矛盾の続きは下方でさらに述べ
る｡」（エンゲルスのこの挿入は，」二の異文注⑤に記載されているマルクスの指
示によるものである｡）
【原注】ｂ)')今度は，このどちらも，つまり預金も①貸付けられた預金も
｢貨幣〔Money〕」なのだ，という混乱〔がやってくる〕｡z)3）
①〔異文〕ここに，「現実の」と書いたのち梢している。
1）以下の原注は，エンゲルス版でも脚注とされている。
2）「今度は，このどちらも，つまり預金も貸付けられた預金も「貨幣〔Money〕」
なのだ，という混乱〔がやってくる〕｡」→「ここに今度は，銀行業者の側から
の支払にたいする請求権としての預金も，預金されて銀行業者の手にある貨幣
も，両方とも「貨幣」だという混乱がはいってくる。
3）エンゲルス版ではここで改行されていない。
')｢第4531号。あなたはご自分の５０００ポンド・スターリングの銀行券
「貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２７５
をだれか別の人に手放されたのですね？－そうです。第４５３２号。する
と，その人は５０００ポンド・スターリングの預金をもっているのですね？
－そうです。第４５３３号。そしてあなたは，残された5000ポンド・スター
リングの預金をもっておられる？－そのとおりです。第４５３４号。その
人は５０００ポンド・スクーリングの貨幣をもっており，あなたは５０００ポン
ド・スターリングの貨幣をもっておられる？－そうです。第４５３５号。
しかし，結局それは貨幣にほかならないのでしょう？－そうではありま
せん｡」（銀行家トウェルズ)，「〔銀行法特別〕委員会〔報告〕｣，1857年｡2）
混乱は，一部分は次のことから生じている。-5000ポンド・スターリ
ングを預金したＡは，３)小切手を振り出すことができる4）(5)彼がその
5000ポンド・スターリングを〔現金で〕もっていた場合と同じにそれを
自由に処分することができる〔）〕6)。そのかぎりでは，５０００ポンド・ス
ターリングは彼にとって，可能的な貨幣〔moneypotentialiter〕として
機能する，)｡⑩しかしいずれにせよ,､'彼は卿囮それだけ自分の預金をな
くすわけである。彼が現実の貨幣を引き出すとすれば，そして彼の貨幣
は9)貸付けられているのだとすれば，彼は口分の'０１貨幣で支払を受けるの
ではなく，他人が預金した貨幣で支払を受けるのである。③彼が取引銀行
業者あての小切手でＢにⅡ)支払い，Ｂはこの小切手を取引銀行業者に預
金し，そしてＡの取引銀行業者もまたＢの取引銀行業者あての小切手を
もっており，そしていま，この二人の銀行業者がこれらの小切手を交換す
る12)なら，Ａが預金した貨幣は２度貨幣機能を果たしたわけである。第１
には，Ａが預金した貨幣を受け取った人の手で。第２には，Ａ自身の手
で。第２の機能では，それは，貨幣の介入なしに行なわれる，債権の（Ａ
が取引銀行業者にたいしてもっている債権とこの銀行業者がＢの取引銀
行業者にたいしてもっている債権との）相殺である。この場合には，預金
は２度貨幣として，すなわち，現実の貨幣として，そして'3)貨i幣への請求
権〔claim〕として，働くのである。預金が貨幣（それ自身がこれまた他
人の現預金からｗ実現される，というのではない貨幣）へのたんなる請求
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権〔claim〕として働くことができるのは，ただ債権の相殺によってのみ
なのである｡臆)【原注ｂ)終り】／16）
①〔異文〕ここに，「彼が現実の貨幣を引き出すとすれば，彼はつま［り］
〔als[o]〕〔……〕なくす」と書いたのち梢している。
②〔異文〕ここに，「たいていは〔meistens〕」と書いたのち消している。
③〔異文〕ここに，「彼が小切手を振り出してxxxxxx」〔xxxxxxは解読で
きていない部分〕と書いたのち消している。
l）挿入一「銀行業者トウェルズは，1857年の銀行法委員会で次のような例
を挙げている。「私は自分の事業を10,000ポンド・スターリングで始めるとし
ます。私は５０００ポンド・スターリングで商品を買って，それを私の倉庫に入
れます。残りの５０００ポンド・スターリングは銀行業者のもとに預金しておい
て，必要に応じて小切手を振り出すことにします。けれども私は，全部をやは
り私の資本とみなします。といっても，そのうちの５０００ポンド・スターリン
グは預金または貨幣の形態をとっているのですが｡」（第5428号｡）ここから今
度は次のようなおかしな議論が繰り広げられる｡」
2）「(銀行家トウェルズ)，『〔銀行法特別〕委員会〔報告〕」，１８５７年｡」－削
除゜
３）挿入一「これにたいして」
４）挿入一「のであって,」
５）「（」－削除。
６）「〔）〕」－ＭＥＧＡでは，先行の「（」に対応する「）」が欠けている。
７）「機能する」－functioniren→fungieren
８）挿入一「彼がそれにたいして小切手を振り出すときには,」
９）挿入一「すでによそに」
10）「自分の」→「彼自身の」
11）挿入一「債務を」
12）「いま〔nun〕，この二人の銀行業者がこれらの小切手を交換する」→「この
二人の銀行業者がこれらの小切手を交換するだけ〔nur〕」この違いは，エ
ンゲルスがｎｕｎをｎｕｒと読んだことから生じたものである。
13）挿入一「次には」
14）「他人の現預金から〔ausandremactuellemDeposit〕」－ＭＥＧＡでは，
訂正目録に記載せずに，actuellemをactuellenに変更している。文法的には
actuellemも可能であり，訂正が必要であったとは思われない。
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論」第３部第30-32章）の草稿について２７７
15）「預金が貨幣（それ自身がこれまた他人の現〔actuell〕預金から実現される，
というのではない貨幣）へのたんなる請求権〔claim〕として働くことができ
るのは，ただ債権の相殺によってのみなのである｡」→「たんなる貨幣請求権
は，ただ諸債権の相殺によってのみ，貨幣の代わりをすることができるのであ
る｡」
16）このあとに，本稿２７４ページの異文注⑤に記されたメモがくる。
/355上／')さて，二つの問題に答えなければならない。第１に，貨幣資
本〔moniedCapital〕の相国対的な増大または減少は,要するにそれ
の一時的な，またはもっと継続的な蓄積は，生産的資本の蓄積とどのよう
な関係にあるのか？そして第２に，それは，なんらかの形態で国内にあ
る貨幣量2)とはどのような関係にあるのか？3）
1）ＭＥＧＡはここで改行していない。草稿ではパラグラフが続いているように
も見えるが，内容的には改行と考えるべきところであろう。
2）「貨幣量」－草稿では，「貨幣量の量〔Ｍａｓｓｅｄｅｒ…Geldmasse〕」となっ
ている。
3）「さて，二つの問題に答えなければならない。第１に，貨幣資本〔monied
Capital〕の相対的な増大または減少は，要するにそれの一時的な，またはもっ
と継続的な蓄積は，生産的資本の蓄積とどのような関係にあるのか？そして
第２に，それは，なんらかの形態で国内にある貨幣量とはどのような関係にあ
るのか？」－削除。
まず第１に，もっと長い目で見れば,、実体的〔real〕2)富の増大につれ
て，貨幣資本家〔moniedCapitalist〕の階級が増大する。というのは,3）
利子で生活する引退したgreengrocer1)の数5)が増加し，６)第２には，信
用システム〔Creditsystem〕の発展7）〔が見られ〕，それとともにまた銀
行業者8)，等々〔が増加する〕からである9)。｛また金融業者〔financier〕
も。だが，われわれは公信用〔publiccredit〕は度外視する｡｝１m'１）
1）「まず第１に，もっと長い目で見れば,」－削除。
2）「実体的〔real〕」→「素材的」
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３）「というのは,」→「一方では」
４）「利子で生活する引退したgreengrocer」→「引退した資本家，金利生活者」
５）挿入一「と富と」
６）挿入一「そして」
７）挿入一「が促進され」
８）挿入一「や貨幣貸付業者や金融業者」
９）「〔が増加する〕からである」→「が増加する｡」
１０）「{また金融業者〔financier〕も。だが，われわれは公信用〔publiccredit〕
は度外視する｡}」－削除。
11）エンゲルス版ではここで改行されていない。
Ｄ（注意せよ。２)3)貨幣資本〔moniedCapital〕の発展につれて，国債証
券〔publiceffects〕やいその他の利子生み証券の量が増大することは，
まえに述べたとおりである。しかし，それと同時に，５)貨幣資本〔monied
Capital〕にたいする需要〔も増大する〕。というのは，投機のためにこれ
らの証券を買う6)証券仲買業者〔jobber〕たちが貨幣市場で－つの主役を
演じるからである。もしもこれらの証券の売買がすべて真正な〔bona
fide〕取引である7)とすれば，これらの売買が貨幣資本〔moniedCapitaD8）
に影響することはありえないと言うのは正しいであろう。というのも，Ａ
が自分の証券を売るときには，彼はＢがこの証券につぎこむのと同一の9）
貨幣を引き出すのだからである。ところが，証券はたしかに存在するが，
それが元来表わしている資本は存在しない（少なくとも貨幣資本
〔moniedCapital〕としては)，という場合でさえも，’(1)つねに，そのよ
うな貨幣資本〔moniedCapital〕にたいするⅡ)新たな需要が形成されて
いる'2)のである。しかしいずれにせよ，その場合，以前にＢが利用で
き，いまはＡが利用できるものは，貨幣資本〔moniedCapital〕なので
ある。〔）〕１３）
l）挿入一「－」（このダッシュは，前の部分からちょっと区切るという意
味で挿入されたのであろう｡）
2）「(注意せよ｡」－削除。
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２７９
３）挿入一「自由に利用できる」
４）挿入一「株式や」
５）挿入一「自由に利用できる」
６）「投機のためにこれらの証券を買う」→「これらの証券で投機取引をする」
７）「真正な〔bonafide〕取引である」→「ただ現実の資本投下の表現でしか
ない」
８）「貨幣資本〔moniedCapital〕」→「貸付資本への需要」
９）「同一の」→「ちょうど同じ額の」
10）挿入一「その証券は」
11）挿入一「それだけの」
１２）「が形成されている」→「を生みだす」
13）「〔）〕」－草稿でもＭＥＧＡでも，このパラグラフの冒頭の「（」に対応
する閉じ括弧がない。一応ここに補っておく。
')第4886号。「割引率は，他種の有価証券とは区別される商業手形の割
引に当てることのできる，市場にある資本の量によって決定される，と言
えば，それは，あなたのご意見では，割引率を規定する諸原因について正
しく説明したことになるでしょうか？－２)いいえ，私の考えるところで
は，利子の問題は，流動'性をもつ〔ofacurrentcharacter〕すべての
〔貨幣に〕転換可能な〔convertible〕有価証券によって影響されます。そ
れをただ手形割引だけにかぎるのは正しくないでしょう。なぜならば，コ
ンソル公債を，さらに国庫証券〔Exchequerbills〕さえも担保にする,3）
しかも近ごろきわめてしばしばそうであったように，商業レートよりもは
るかに高いレートでの大きな貨幣需要がある場合には，それによってわれ
われの商業界が影響を受けないなどと言うのは不合理であろうからです。
商業界はこれによって非常に大きく影響されるのです｡」’4）
挿入一「｢銀行法委員会報告｣，１８５７年｡」
｢－」→「」｛チャップマン｝「」
｢担保にする,」→「」（の預託）「による,」
エンゲルス版ではここで改行されていない。
1） 
2） 
3） 
4） 
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'3561二｜｢第4890号｡銀行業者もそういうものとして認回めるよ
うな'１優良で流動的な有価証券が市場にあって，これを扣保に貨幣を借り
ようとする人たちがいれば，それはたしかに商業手形に影響を及ぼします。
たとえば，ある人が，コンソル公債またはそのほかのなんであれ，それを
担保にとって自分の貨幣を６％で貸し川すことができるときに，その人が
私に商業手形にたいして５％で貸してくれようとは期待できません。それ
は私たちにも同じように影響するのです。私が自分の貨幣を６％で貸し出
すことができるなら，だれも私に，その手形を５１/2％で割引するように
期待することはとてもできません｡｣2）
l）「銀行業者もそういうものとして認めるような〔suchasbankersacknowl‐
ｅｄｇｅｔｏｂｅｓｏ〕」－このなかのasbankersの部分は，手稿では大きなイン
クのしみによってまったく見えなくなっている。
2）エンゲルス版ではここで改行されていない。
｢第4892号。私たちは，２０００ポンド・スクーリングとか５０００ポンド.
スターリングとか10,000ポンド・スターリングとか〔の証券〕を買う投
資者たちについて，この人たちが貨幣市場に著しい影響を及ぼすと言って
いるのではありません。あなたがコンソル公債担保のさいの!)利子率につ
いて尋ねられるなら，私が示唆するのは，何１０刀ポンド2)という取引を
する人びと，つまりいわゆる証券仲買業者［jobber〕でありまして，彼
らは，多額の公債に応募するとか市場で買い入れるとかしておいて，やが
て公衆がこの債券を彼らの手から有利に買い取ってくれるようになるまで，
それを持っていなければなりません。こういうわけでこの人たちは貨幣を
必要とするのです｡」(3)チャップマン，オーヴァレンド・ガーニ商会の業
務執行社員。「〔銀行法特別〕委員会〔報告〕」１８５７年｡仰5)信用制度〔Cre‐
ditwesen〕の発展につれて，ロンドンのような6)集１１]された貨幣市場
〔moneymarkets〕が創造され，それが同時に，これらの証券の取引の中
心地にもなる。銀行業者はこれらの最もいまわしい詐欺師ども7)に公衆の
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論」第３部第30-32章）の草稿について２８１
貨幣資本〔moniedCapital〕を大規模に用立てるのであって，こうして
この相場師のやからが増大するのである｡)3)8）
1）「担保のさいの」→「」｛の預託｝「にたいする」
2）「何１０万ポンド〔hundredsofthousandsofpounds〕」－ＭＥＧＡでは，
はじめのｏｆがｏｒと誤植されている。
3）「（」および「）」－削除。
4）「チャップマン，オーヴァレンド・ガーニ商会の業務執行社員。「〔銀行法特
別〕委員会〔報告〕｣，１８５７年｡」－削除。
5）エンゲルス版ではここで改行されている。
6）挿入一「大きな」
7）「これらの最もいまわしい詐欺師ども」→「これらの商人たちの仲間」
8）エンゲルス版では，ここに，草稿のここから６パラグラフあとの，「第２に」
で始まるパラグラフの末尾につけられた原注ａ）（本稿，２８５ページ３－７行）
の内容が挿入されている。
オウヴァストン氏の言葉遣いの混乱〔jumbleofphrases〕は，⑩もっと
あとで見ることにしよう。'）
①〔注解〕「もっとあとで」－〔ＭＥＧＡ〕592-593ページ〔本稿，289-294
ページ〕を見よ。
1）「オウヴァストン氏の言葉遣いの混乱〔jumbleofphrases〕は，もっとあと
で見ることにしよう｡」－削除。
平均利子（かなり長い年数についての)')が，他のすべての事'情が変わ
らないとすれば，(1)平均利潤率によって(2)それ自身が利潤マイナス利子
にほかならない企業利得3)によってではなく）2)規定されている，という
ことは，すでに2利子を生む資本〔dasZinstragendeCapital〕鋤を考察し
たさいに述べた。
①〔異文〕「平均」－あとから書き加えられている。
②〔注解〕「利子を生む資本を考察したさいに」－〔ＭＥＧＡ〕４３１ページ１２
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行以下〔拙稿「｢利潤の分割」の草稿について｣，「経済志林」第５６巻第４号，
１９８９年，６ページ以下〕を兄よ。
1）「平均利子（かなり長い年数についての)」→「かなり長い年数についての平
均利子」
2）「（」および「）」－削除。
3）「企業利得」→「企業者利得」
4）「利子を生む資本〔dasZinstragendeCapital〕」→「利子生み資本」
産業循環のさまざまの局面における')商業的利子(2)商業事業〔com‐
mercialbusiness〕の内部で3)行なわれる割引や貸付にたいして貨幣貸付
業者〔moneylenders〕が請求する利子)2)の変動について見ても，一方
では，利子が①最低限を越えて上昇するような局面が生じるが，他方で
は，それが中位的な平均高度に到達するような局面｛それが[１１位的水準を
越えて_上昇する直前の利子率｝－ここではそれは利潤の上昇の結果であ
る－が生じるいということは，すでに述べたところであり，またもっと
詳しく5)研究するであろう。
①〔異文〕「餓低限を越えて」－あとから書き加えられている。
l）「さまざまの局面における」→「経過'１Ｊの」
2）「（」および「）」→「－」
3）「商業事業〔commercialbusiness〕の内部で」→「商業世界の圏内で」
4）「一方では，利子が最低限を越えて上昇するような局面が生じるが，他方で
は，それが中位的な平均高度に到達するような局面｛それが中位的水準を越え
て上昇する直前の利子率｝－ここではそれは利潤の上昇の結果である－が
生じる」→「利子が最低限を越えて中位的な平均高度に到達する（その後また
利子率はこの高さを越える）ような局面が生じ，しかもこの運動は利潤の上昇
の結果である」
5）「もっと詳しく」－ｎｏｃｈｎｄｈｅｒ→nochweiter
とはいえ，ここで二つのことを述べておかなければならない。
第１に｡、利子率がかなり長い期間にわたって高どまりしている場合に
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２８３
は(2)ここで言っているのは，イギリスのような，「１１位の利子率がかなり
長い期間にわたってﾉ了えられている(3)』)それが比較的長期の投資〔mehr
fixedinvestments〕に支払われる利子にも，つまり私的利子と呼ぶこ
とのできるものにも現われている([）ある一睡|の利子率のことである②}2)，
それは，一見して明らかに〔PrimaFacie〕，利潤率が(6)この局面をつう
じて｝6)尚いことの証拠ではあるが，しかし必ずしも企業利得7)の率が高
いことを証明するものではない。(8)より多く自己資本で事業をしている
資本家は,'高い利潤率を実現する。というのも，彼らが自分囮自身に
支払う利子はたんに計算上の問題にすぎないIC)のだからである｡｝8)高い利
子u)が比較的長く続く可能性｛'2）ここで言っているのは本来の逼迫
〔pressure〕の局面のことではない｝'2)は，利潤率が高いということと同
時に生じているものである。しかし，この高い利潤率から高い利子率を引
き去れば'3'低い企業利得１３)率しか残らないということもありうる。企業利
得M)は，高い利潤率が続いていても，収縮することがありうるのである。
このようなことがありうるのは，ひとたび着手された企業は続けられなけ
ればならないのだからである。この局面では，たんなる信用資本（他人の
資本）で機んに事業が行なわれるのであって，高い利潤率はむしろ'3)投機
的，見込的なものかもしれないのであって，高い利子はとりあえずは他人
の資本に頼って支払われるかもしれない'6)。高い利子率を支払うことは高
い利潤率によってできるが，しかし企業利得の減少によってもできる。高
い利子率が，利潤からではなく，借り入れた'7)資本そのものから支払われ
ることがありうる，１８)そしてこのようなことはつねに'9川１－部は投機の時
期に見られることである20)のであって，またこのようなことがしばらく続
・くこともありうるのである。
①〔訂正〕「）」－手稿では欠けている。
②〔訂正〕「｝」－手稿では欠けている。〔この「｝」は手稿に書かれており，
この「訂正」注は誤りである｡〕
③〔訂正〕「低い」－手稿では「高い」となっている。〔エンゲルスの〕印刷
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用原稿に従って訂正。
④〔異文〕「一部は」－あとから書き加えられている。
１）「第１に｡」－エンゲルス版でも強調されている。
２）「（」および「）」→「（」および「）」
３）「（」－削除。
４）挿入一「，そして」
５）「つまり」－削除。
６）「｛」および「）」－削除。
７）「企業利得」→「企業者利得」
８）「（」および「｝」－削除。
９）「より多く自己資本で事業をしている資本家は」→「このあとのほうの区別
は，おもに自己資本で事業をしている資本家にとっては，多かれ少なかれなく
なってしまう。彼らは」
10）「彼らが自分自身に支払う利子はたんに計算上の問題にすぎない」一「彼ら
は自分で自分に利子を支払う」
11）「利子」→「利子率」
12）「（」および「｝」→「－」
13）「企業利得」→「企業者利得」
１４）「企業利得」→「企業者利得率」
15）「むしろ」→「あちこちで」
16）「のであって，高い利子はとりあえずは他人の資本に頼って支払われるかも
しれない」－削除。
17）挿入一「他人の」
18）挿入一「－」
19）「つねに」－削除。
20）挿入一「－」
第２に｡')利潤率が高いので貨幣資本〔moneyedCapital〕にたいする
需要が増大し，だからまた利子率が高くなる，という表現は，（生産）資
本2)にたいする需要が増大し，だからまた利子率が高い，という表現と同
じではない｡a)$)Ｉ
1）「第２に｡」－エンゲルス版でも強調されている。
「貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稲について２８５
｢(生産）資本」→「産業資本」2） 
3） ｢a)」－削除。
【原注】’３５６F｜ａ）')第２１９号｡2）(3)4)当時のイングランド銀行総裁
〔JamesMorris〕は5)言う｡)$）「大まかに言えば，株式取引所では貨幣は
ほかのどこでよりも安い｡」（『〔商業的〕窮境の原因〔の究明……〕のため
の上院秘密委員会報告』，1847-1848年の会期，１８５７年再刷｡）（証言)6）
【原注ａ)終り】
l）以下の引用は，エンゲルス版では，本文の少し前の箇所に挿入されている。
（本稿，２８１ページ注８）を見よ｡）
2）「第２１９号｡」－削除。
3）「（」および「）」－削除。
4）挿入一「1848年に」
5）挿入一「｣二院の秘密委員会で」
6）「(｢〔商業的〕窮境の原因〔の究明……〕のための上院秘密委員会報告｣，
1847-1848年の会期，１８５７年再刷｡）（証言)」→「(｢商業的窮境……」1848
年，１８５７年印liilllo第２１９号｡)」（なお，１８９４年版では，この部分の最後の閉じ
括弧はあるが，それに対応する開き括弧が欠落している｡）
'３５７上｜J貨幣資本〔moneyedCapital〕が，支払うために＋a）'）
{この点は特別に考察されなければならない。というのは，この点は，貨
幣資本〔moneyedCapital〕の価値の上昇にとって最も重要な点だからで
ある｝2)ではなく，買うために，そして②貨幣資本〔moneyedCapital〕
を生産的資本に転化させるために要求されるかぎりでは,⑪それを要求す
るのは生産的資本家`)か商人である。生産的資本家5)はそれを労働手段
{原料③，補助材料および機械}6）および労働能力7)に投下するのである｡／
①〔異文〕「貨幣｣－あとから書き加えられている。〔ＭＥＧＡの「異文目録」
では，「貨幣」というこの挿入部分を指示するのに,,dasl:moneyed：｜“とし，
すぐ次の（異文注②で）同じく「貨幣」という挿入部分を指示するのにたんに
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，,|:moneyed:|“としているが，これは逆にされなければならない。なぜなら，
同じ行のうちに２度moneyedが出てくるためにどちらかを指示しなければな
らないのは，この行ではなくて，次の行だからである｡〕
②〔異文〕「貨幣」－あとから書き加えられている。〔前出の「異文」注への
筆者の付記を見よ｡〕
③〔異文〕「，補助材料」－あとから書き加えられている。
1）「＋ａ)」－削除。
2）「(この点は特別に考察されなければならない。というのは，この点は，貨幣
資本〔moneyedCapital〕の価値の｣二昇にとって最も重要な点だからである)」
－削除。
3）「貨幣資本〔moneyedCapital〕が，支払うためにではなく，買うために，
そして貨幣資本〔moneyedCapital〕を生産的資本に転化させるために要求
されるかぎりでは,」→「恐慌時には貸付資本にたいする需要，したがってま
た利子率は最高限度に達する。利潤率は，またそれとともに産業資本にたいす
る需要も，なくなったも同然である。このような時期には，だれでも，借金を
するのは，ただ支払をするためでしかなく，すでに背負っている債務を果たす
ためでしかない。これに反して，恐慌のあとの回復期には，貸付資本が要求さ
れるのは，買うためであり，そして貨幣資本を生産的資本や商業資本に転化さ
せるためである。そしてその場合には,」
4）「生産的資本家」→「産業資本家」
5）「生産的資本家」→「産業資本家」
6）「労働手段（原料，補助材料および機械}」→「生産手段」
7）「労働能力」→「労働力」
【補足】’357下｜')⑪＋a）恐'慌の時期に物価が膨張する〔inflate〕のは，
大部分，信用の肥大〔exaggeration〕の結果生じる投機によるものであ
る。②この場合には，これらの商品の保有者を，あるいはそれらへの投機
を，支えることによってこの物価を維持することは不可能である。この汚
物は破裂しないわけにはいかない。〔DieScheissemuBplatzen.〕【補
足十a)終り】’
①〔異文〕以下の補足は３５７ページの下方にある。
「貨幣資本と現実資本」（｢資本論』第３部第30-32章）の草稿について２８７
②〔異文〕「この場合には,」－あとから書き加えられている。
l）エンゲルス版では，この原注は削除されている。
／357上/労働、にたいする需要の増人は，それ自体としてはけっして利
子率の上昇の原因ではありえない（利子率は利潤率によって決定されてい
るのだから)2)。労賃の上昇は，けっして利潤の_上昇の原因ではない。といつ
ても，それは利潤の上昇の－結果でありうるのではあるが｛産業循環の特
殊的諸局面を見るなら｝3)。だから，このことはまずもって問題外であ
る｡4)5)労働6)にたいする需要の増大がTU能なのは，労働の搾取が特別に有
利な事'情のもとで行なわれるからであるが，しかし，労働7)にたいする需
要，したがってまた可変資本にたいする需要のたんなる8)増大は，それ自
体としては利潤を増加させるのではなく，むしろそれだけ〔protanto〕
利潤を減少させるのである。とはいえ，労働にたいする需要の増大につれ
て，可変資本にたいする需要，したがって貨幣資本〔moneyedCapital〕
にたいする需要も増加することはありうるのであって，これが利子率を高
くすることもありうる｡その場合には労國働能力鋤の市場価格はそれ
の平均価値１０)よりも高くなり，１１)またそれと同時に，それにつれて12)貨幣
資本〔moneyedCapital〕にたいする需要が増入するので，利子率も上が
る。労働'3)にたいする需要の増人は，この商品を，その他のどの商品とも
同じく，高いものにするが，つまりそれのIHi格を高くするが，しかし利潤
を高くするわけではない'い｛'5)利潤はまさに'6〕，主要には，ｍこの商品が
相対的に安いということにもとづいているのである｝'5)。……18)しかし，
労働にたいする需要の増大は同時に，この想定では,'9)貨幣資本〔mOn‐
eyedCapital〕にたいする需要を大きくするので，利子率を高くする。か
りに貨幣資本家〔moneyedCapitalist〕が，貨幣を貸し出すことをやめ
て生産的資本家20)に転化したとすれば，彼が労働により高く支払わなけれ
ばならないという事,情は，それ自体としては，彼の利潤を，高くはしない
でそれだけ〔protanto〕減らすであろう。商況によっては，それにもか
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かわらず彼の利潤がふえることもあるかもしれないが，それはけっして彼
が労働により高く支払うからではない。しかし，このあとのほうの事I情は，
それが貨幣資本〔moniedCapital〕にたいする需要を増加させるかぎり
では，利子率を高くするのに十分である。ほかの点では商況がよくない場
合になんらかの事,情から労賃の水準２１)が上昇したとすれば，労賃の上昇は
利潤率を低下させるであろうが，しかし，その_上昇が貨幣資本〔ｍon‐
eyedCapital〕にたいする需要を大きくするかぎりは22)，利子率を高くす
るであろう。
ｌ）「労働」→「労働力」
２）「それ自体としてはけっして利子率の上昇の原因ではありえない（利子率は
利潤率によって決定されているのだから)」→「利子率が利潤率によって規定
されるかぎりでは，それ自体としてはけっして利子率の上昇の原因ではありえ
ない」
３）「それは利潤の上昇の－結果でありうるのではあるが｛産業循環の特殊的諸
局面を見るなら}」→「産業循環の特殊的諸局面を見るなら，それは利潤の上
昇の一結果でありうるのではあるが」
４）「だから，このことはまずもって問題外である｡」－削除。
５）エンゲルス版ではここで改行されている。
６）「労働」→「労働力」
７）「労働」→「労働力」
８）「たんなる」－削除。
９）「労働能力」→「労働力」
１０）「平均価値」→「平均」
11）挿入一「平均よりも多数の労働者が雇用され,」
12）「それにつれて」→「このような事情につれて」
１３）「労働」→「労働力」
14）挿入一「。」
15）「（」および「）」－削除。
16）「まさに」－削除。
17）挿入一「まさに」
18）「……」－削除。
19）「この想定では,」→「－前提された事情のもとでは－」
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論」第３部第30-32蔵）の草稿について２８９
｢生産的資本家」→「産業家」
｢の水準」－削除。
｢かぎりは」→「のと同じ度合いで」
20） 
21） 
22） 
労働のことを度外視すれば，川〕オウヴァストンが「資本にたいする需要」
とⅡ平ぶものは，商品にたいする需要のことでしかない。商品にたいする需
要は，それらの価烙を高くする｛供給が平均よりも'2下がる場合でも，需
要が平均よりも上がる場合でも｝')。もし生瀧的資本家2)または商人が，こ
れまでは3)|]分が１００ポンド・スターリングを支払っていたのと同じ商品
量に！)たとえば１５０ポンド・スターリングを支払わなければならないとす
れば，彼は，そうでなければ100ポンド・スターリングでよかったのに，
150ポンド・スターリング借りなければならなくなり，したがってまた，
利子が５％ならば，そうでなければ５ポンド・スターリング5)支払えばよ
かったのに７１/２ポンド・スターリング6)支払わなければならないであろ
う。彼が支払わなければならない利子の量は，借り入れる資本の量が大き
くなるので，大きくなるであろう。しかし，利子率それ自体は，借りられ
た資本の大きさには左ｲ『されない。というのは，どの瞬間にもそうである
ように，利子率が与えられていれば，１０万ポンド・スターリングを借り
る人は，１０００ポンド・スターリングを借りる人よりも高い利子を支払わ
ない（おそらくはそれよりも低いであろう）からである。たとえ，前者が
1年について５０００ポンド・スターリングを支払い，後者がたった５０ポン
ド・スターリングしか支払わないにしても｡7）
①〔異文〕ここに，「需要は」と書いたのち消している。
②〔異文〕「下がる」－あとから書き加えられている。
1）「それらの価格を高くする｛供給が平均よりも下がる場合でも，
よりも上がる場合でも}」→「需要が平均よりも｣壬がる場合でも，
よりも下がる場合でも，それらの価格を高くする」
2）「生産的資本家」→「産業資本家」
3）「これまでは」→「以前は」
需要が平均
供給が平均
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4）挿入一「今では」
5）「ポンド・スクーリング」－草稿では，「パーセント〔％〕」となっている。
ＭＥＧＡは，訂正に|録に記f1iliすることなしに，「ポンド・スターリングｕｅ〕」
に訂正している。
6）「ポンド・スターリング」－草稿では，「パーセント〔ｐｃ.〕」となっている。
ＭＥＧＡは，訂正目録に記載することなしに，「ポンド・スターリング〔JE〕」
に訂正している。
7）「しかし，利子率それ自体は〆借りられた資本の大きさには左右されない。
というのは，どの'瞬間にもそうであるように，利子率が与えられていれば，１０
万ポンド・スターリングを借りる人は，１０００ポンド・スターリングを借りる
人よりも高い利子を支払わない（おそらくはそれよりも低いであろう）からで
ある。たとえ，前者が1年について５０００ポンド・スターリングを支払い，後
者がたった５０ポンド・スクーリングしか支払わないにしても｡」－削除。
(1)オウヴァストン2）の試みは，貨幣的利害〔dasmoneyedinterest〕3）
と生産的利害〔dasproductiveinterest〕』）とを同じものとして描こうと
することに尽きるのであるが，他方，彼の(､法律5)は，まさに，これらの
利害の衝突を②貨幣的利害〔dasmoniedinterest〕6)に有利に利用するこ
とをあてにしているのである｡)]）
①〔注解〕「法律」－〔ＭＥＧＡ〕４７３ページ３２行への注解をみよ.〔ここで
指示されている注解は，1844年の銀行法についてのものであって，そこでは，
「｢1844年の法律」－銀行券の発行を調節するための法律……，ロンドン，
1844年｣，としたのち，「この銀行法について，エンゲルスは次のように書い
ている｣，として，エンゲルス版第３４章「通貨主義と１８４４年のイギリスの銀
行立法」のなかでこの銀行法についてエンゲルスが書き込んだ部分（ＭＥＷ
Ｂｄ２５,Ｓ,569-571）を引用している｡〕
②〔異文〕ここに，「〔……〕の負担で」と書いたのち消している。
l）「（」および「）」－削除。
2）挿入一「氏」
3）「貨幣的利害〔dasmoneyedinterest〕」（dasmoneyedinterestは「金融
界」という意味をももつ｡）→「貸付資本の利益」
4）「生産的利害〔dasproductiveinterest〕」（dasproductiveinterestは「産
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２９１
業界」という意味をももつ｡）→「産業資本の利益」
5）「法律〔Act〕」→「銀行法」
6）「貨幣的利害〔dasmoniedinterest〕」→「貨幣資本」
諸商品にたいする需要が（１）商品の供給が平均よりも卜がっている場
合)')，以前よりも多くの貨幣資本〔moniedCapital〕を吸収しない，と
いうこともありうる。２)総llli値にたいして|司じ金額（１）もしかするとそれ
よりも少ない金額)3)が支払われなければならないが，しかし同じ金額で
手にはいる使用価値の分量は少なくなる。このような場合には，商品（た
とえば綿花)鋤にたいする需要はそれの供給に比べて人きくなり,回した
がってまた商品のⅡIi格は上がっているにもかかわらず，３)貨幣資本〔ｍon‐
iedCapital〕にたいする需要は同じままであろうし，したがってu利子率
も上がらないであろう。利子率への影響がありうるのは，ただ貨幣資本
〔moniedCapital〕6)にたいする(2)総需要が増入する場合だけである。供給
が減少してもこのことが必ずしも生じないことは，いま見たばかりであ
る。7）
①〔異文〕「利子率」←「利子」
②〔異文〕「総需要」←「需要」
l）「（」および「）」－削除。
2）挿入二「諸商ＩＩｉｌ１の」
3）「（」および「）」－削除。
4）「(たとえば綿花)」－削除。
5）挿入一「貸付可能な」
6）「貨幣資本〔moniedCapital〕」→「貸付資本」
7）「である。供給が減少してもこのことが必ずしも生じないことは，いま見た
ばかりである｡」→「であって，前述のような前提のもとではそうはならない
のである｡」
しかし，なんらかの財貨の供給が平均よりも減りながら（１）穀物や綿花
などの不足の場合のように)!)，しかも貨幣資本〔moniedCapitaD2)にた
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いする需要が増大する，ということもありうる。なぜなら，価格がもっと
高くなることに賭けて投機が行なわれるからであり，そして価格を高くす
る3)手段はなによりもまず４)，供給の一部分を一時的に3)市場から引き_上げ
ておくことだからである。だが，商品と引き換えに約した債務を，その商
品を売らないで返済する6)ために，手形操作〔Wechselwirtschaft〕7)によっ
て貨幣を調達することが行なわれる。この場合には，市場への商品の供給
を人為的に減少させるために，貨幣資本〔moniedcapital〕8)にたいする
需要が増大し，利子率が上昇するのである（そうならないこともよくあ
る)，)○利子率の上昇は，この場合には，商品資本の供給の人為的な減少を
表現している。’
1）「（」および「）」－削除。
2）「貨幣資本〔moniedCapital〕」→「貸付資本」
3）挿入一「最も手近な」
4）「なによりもまず」－削除。
5）「一時的に」→「しばらくのあいだ」
6）「商品と引き換えに約した債務を返済する」→「買った商品の代価を支払う」
7）「手形操作〔Wechselwirtschaft〕」→「商業的な「手形操作｣」
8）「貨幣資本〔moniedcapital〕」→「貸付資本」
9）「利子率が上昇するのである（そうならないこともよくある)」→「利子率は，
このように市場への商品の供給を人為的に妨げようとする試みによって，高く
なることがありうる｡」
’３５８上｜他方では，なんらかの財貨の供給が増大してそれが平均価格
よりも安くなっているために，その財貨にたいする需要が増大する，とい
うこともありうる｡、このような場合には，同じ貨幣額でより多くの商品
が手にはいるので，貨幣資本〔moneyedCapital〕2)にたいする需要は変
わらないこともありうるし，また減ること{)もありうる。しかしまた，一
部は，この鋤瞬間を生産的な目的5)に利用するために，一部は，のちに起
こりうる6)価格｣二昇を見込んで，投機的な在庫形成7)が行なわれることも
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２９３
ありうるであろう。このような場合には貨幣資本〔moneyedCapitaD8）
にたいする需要が増大するであろうし，またその場合には，この需要は，
生産的資本の諸要素の過剰な供給の表現であろう,)｡１０）
１）エンゲルス版ではここで改行されている。
２）「貨幣資本〔moneyedCapitaD」→「貸付資本」
３）挿入一「さえ」
４）挿入一「恵まれた」
５）「生産的な'三|的〔productivepurposes〕」→「生産目的〔Produktions‐
zwecke〕」
６）「のちに起こりうる」→「のちの」
７）「在庫形成」－草稿ではTilgungofstocksとなっており，ＭＥＧＡでも
そのままにされているが，TilgungはBildungの誤記であろう。エンゲルス
版では，「在庫形成〔Vorratbildung〕」となっている。
８）「貨幣資本〔moneyedCapital〕」→「貸付資本」
９）「この需要は，生産的資本の諸要素の過剰な供給の表現であろう」→「高く
なった利子率は，生産的資本の諸要素の過剰な在庫形成に資本が投下されたこ
との表現であろう」
１０）エンゲルス版ではここで改行されていない。
（１）ここで考察しているのは，ただ，Ｊ)商品資本の需要供給に関しての2）
貨幣資本〔moneyedCapital〕3)への需要だけである。い(2,再生産過程の5）
状態が貨幣資本〔moneyedcapital〕6)の供給にどのように作用するかは，
すでに以前に論じた｡｝')7）
①
②
Ｄ
の
印
の
句
①
〔異文〕「商品資本」←「実物資［本］〔realcap[ital]〕」
〔異文〕「再生産過程の状態」←「再生産過程」
「｛」および「｝」－削除。
｢に関しての〔inrespectto〕」→「によって影響される」
｢貨幣資本〔moneyedCapital〕」→「貸付資本」
挿入一「産業循環のもろもろの局面で」
挿入一「変化する〔wechselnd〕」
｢貨幣資本〔moneyedcapital〕」→「貸付資本」
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7）エンゲルス版ではここで改行されていない。
オウヴァストンは，市場利子率が（貨幣）資本〔(monied）capital〕'）
の需要供給によって規定されているという平凡な命題を，また貨幣資本
〔moniedCapital〕を，資本一般〔Capitalijberhaupt〕と2)抜け同なく
ごちやまぜに3'することによって，高利貸をｌ１Ｉｉ－の「')資本家｣')に転化さ
せ，彼の資本を唯一の資本に転化させようと努めているのである。
l）「(貨幣）資本〔(monied）capital〕」→「(貸付）資本」
2）「また貨幣資本〔moniedCapital〕を，資本一般〔Capitaltiberhaupt〕と」
→「貸付資本は資本一般と同じだという彼自身の仮定と」
3）挿入一「し，そう」
4）「「」および「」」－削除。
逼迫〔pressure〕の場合には!)，貨幣資本〔moniedcapital〕2)にたいす
る需要は支払手段にたいする需要であって，それ以外のなにものでもない
(3)購買手段としての貨幣にたいする需要ではない)3)のであり，まだ)そ
のさい利子率は，実物資本〔realesCapital〕3)が過剰であろうと6)欠乏し
ていようと，非常に高くなることがありうる。(7)支払手段にたいする需
要は，商人や生産者の有価証券が優良なものである8)かぎりでは，貨幣9）
への転換可能性〔convertibility〕にたいする需要でしかない。この連中
〔dieKerls〕が支払のための真正の出どころ〔bonafideQuelle〕をもっ
ていないかぎりでは'0)，つまり，支払手段の前貸が彼らに貨幣形態を与え
るだけではなく，どんな形態でであろうと，彼らに不足している支払のた
めの等価物を与えるかぎりでは，それは貨幣資本〔moniedCapital〕u)に
たいする需要である。この点こそは,逼迫の時期にどちらの國側も雌’
正しくもあり間違ってもいる点である。この時期に，ただ支払手段の欠乏
が存在するだけだ，と言う人々は，!｢ただ真正の〔bonafide〕有価証券１３）
の所持者を眼中においているだけか，そうでなければ，紙片によってすべ
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２９５
ての破産した|ⅢＩｌＩｉたちを支払能力のある人々卜')に転化することが銀行の義
務ないし力〔Macht〕だ'5)と信じている愚か者であるか，このどちらかで
ある。この時期に，ただ資本の欠乏が存在するだけだ，と言う人々は，た
だ展理屈'6)を言っているだけか－というのは，’7)このような時期には
〔貨幣に〕転換不)二１J能な〔inconvertible〕'8)資本が（１９)過剰輸入や過剰生
産の結果)'9)大壁にあるのだから－，そうでなければ，ただ信用騎乗者
のことを，つまり，２(1)実際にもはや他人の資本でやり繰りする２１)ことがで
きない状態になっていて，いまでは，銀行が自分たちのなくしてしまった
資本の支払を助けてくれるだけではなく，引き続き詐欺を続けることがで
きるように22)してくれることを願っているような偏用騎乗者たちのことを
ほのめかしている23)だけなのである｡}7）
①〔異文〕「ただ……だけ」－あとから書き加えられている。
１）「場合には」→「時期には」
２）「貨嫌資本〔moniedcapital〕」→「貸付資本」
３）「（」および「）」－削除。
４）「のであり，また」→「｡」
５）挿入一「－生産的資本および商品資本一」
６）「過剰であろうと」→「過剰に存在していようと」
７）「｛」および「）」－削除。
８）「商人や生産者の有Iilii証券が優良なものである」→「商人やL'三産者が確実な
担保を提供することができる」
９）「貨幣」－エンゲルス版では強調されている。
１０）「この連中〔dieKerls〕が支払のための真Ⅱ[の出どころ〔bonafideQuelle〕
をもっていないかぎりでは」→「そうでないかぎりでは」
11）「貨幣資本」－エンゲルス版ではGeldkapitalであるが，草稿と同じく強
調されている。
12）「逼迫の１１寺期にどちらの側も」→「普通に行なわれている税の両方の側が恐
慌の判断において」
13）「有価証券〔Securities〕」→「担保〔Sicherheiten〕」
14）「人々」→「堅実な資本家」
15）「ないし力〔Macht〕だ」→「であり，銀行にできることだ」
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｢庇理屈〔quibble〕」→「語句の穿鑿」
挿入一「じっさい〔ja〕」
｢転換不可能な」－エンゲルス版でも強調されている。
16） 
17） 
18） 
19） 
20） 
21） 
22） 
23） 
｢（」および「）」－削除。
挿入一「今では」
｢でやり繰りする」→「を手に入れる」
挿入一「も」
｢ほのめかしている」→「言っている」
(1)貨幣が価値の自立的な形態として商品に相対しているということ，
または，交換価値が自立的な形態を貨幣において受け取らなければならな
いということは，ブルジョア的生産過程2)の基礎であって，このことが可
能であるのは，ただ，一定の商品が材料となってその価値で他のすべての
商品が尺度されるようになり，また,3)まさにそうなることによって，こ
の商品が一般的商品になり，他のすべての商品に対立するとりわけすぐれ
た意味での商品〔dieWaareparexcellence〕になる，ということによっ
てである。このことは二つの点に現われざるをえないのであって，ことに，
一方ではもろもろの信用操作に，他方では川信用貨幣に，大きな度合いで
貨幣の代わりをさせている資本主義的に発展した諸国のもとでは，そうで
ある。〔第１に,〕信用がとだえるか収縮させられる鋤逼迫〔pressure〕期
には，５)貨幣が，６)支払手段および価値の真の定在として絶対的に諸商品
に対立するようになる。そこから，商品を貨幣に，すなわち商品の純粋に
空想的な形態に艇化させるために，商品の一般的な減価が現われる7)。し
かし第２に，信用貨幣そのものが貨幣であるのは，ただ，それがそれの価
値について8)，絶対的に現実の貨幣を代表しているかぎりでのことである。
地金9)が流出するにつれて，信用貨幣の貨幣への転換可能性〔Converti-
bilitdt〕，すなわちそれと１０)金との同一性は疑わしくなってくる。そこか
ら，この転換可能'性Ⅱ)を確保するために，利子率の引き上げ等々の強行処
置が行なわれる。このことは，もろもろのまちがった貨幣理論に基づいて
いて，貨幣商人たち〔dealersinmoney〕（オウヴァストン)'2)の利害に
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について２９７
よって国民に押しつけられるまちがった立法によって多かれ少なかれ激化
させられる13)こともありうる。しかし，その基礎はL'三産様式そのものの基
礎とともに与えられているのである。信用貨幣の減価（ちなみに，ただ仮
構〔imaginar〕でしかないようなその非貨幣化のことではけっしてない）
が生じれば，それはすべての既存の関係を動揺させるであろう。それだか
ら，商品M)の価値は，貨幣のかたちでのこの価{直の空想的かつ'二|立的な定
在を確保するために，犠牲にされるのである。そもそも商品の価値が貨幣
価値として確実であるのは，ただ貨幣が確実であるかぎりでのことでしか
ない。それだからこそ，わずか数百万の貨幣のために何百万もの商品がい
けにえにされ'5)なければならないのである。これはブルジョア的16)生産で
は不可避であって，この生産の美点の一つをなすものである。それ以前の
生産諸様式ではこういうことは存在しない、。なぜならば，それらの生産
様式が運動する狭隙な土台のもとでは,国信用も信用貨幣も発展しな
い18)からである0211359上｜労働の社会的'9)`性格が商品の貨幣定在2mと
して現われ，したがってまた⑬)現実の生産の外にある一つの物２１)として現
われるかぎり，別'貨幣恐`慌は，現実の恐慌にはかかわりなく，またはそれ
の激化22)として，不可避である。他方で明らかなことは，銀行の信用が動
揺していないかぎり，銀行はこのような場合には，信用貨幣をふやすこと
によってパニックを緩和し，信用貨幣を収縮させる23)ことによって3')パニッ
クを助長するということである。近代簾業のすべての歴史が示しているの
は，もし国内の生産が組織化されていれば，地金25)は，事実上，ただ，国
際貿易の均衡が動揺した26)ときに，それの清算のために必要なだけであろ
うということである⑤(国内は金貨幣を必要としないということである。
それだから，非常の場合には正貨支払停止が行なわれるのである)27)｡｝'）
ここに，「紙幣に」と書いたのち消している。
ここに，「｝」と書いたのち梢している。
｢現実の生産の外にある」－あとから書き加えられている。
ここに，「本来の〔eigentliche〕」と書いたのち梢している。
①〔異文〕
②〔異文〕
③〔異文〕
④〔異文〕
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⑤〔異文〕はじめ，ここにピリオドを打って文を終えたのち，「それだから，
〔……〕の後と〔……〕には」と書いたが，これらを消して，コンマを打ち，
次の部分を書き継いだ。
１）「｛」および「）」－削除。
２）「ブルジョア的生産過程」→「資本主義的生産」
３）「また,」－削除。
４）「とだえるか収縮させられる」→「収縮するかまたは完全にとまってしまう」
５）挿入一「突然」
６）挿入一「唯一の」
７）「商品を貨幣に，すなわち商品の純粋に空想的な形態に転化させるために，
商品の一般的な減価が現われる」→「商品の一般的な減価が現われ，商品を貨
幣に転化させること，すなわち商品自身の純粋に空想的な形態に転化させるこ
とが困難になり，それどころか不可能にさえもなる」
８）「それの価値について〔astoitsvalue〕」→「それの名目価値の額によって」
９）「地金」→「金」
１０）挿入一「現実の」
11）挿入一「の諸条件」
12）「貨幣商人たち〔dealersinmoney〕（オウヴァストン)」→「オウヴァスト
ンやその仲間の貨幣商人〔Geldhdndler〕」
13）「激化させられる〔exaggerirt〕」→「極端までおし進められる」
14）「商品」（単数）→「諸商品」
15）「いけにえにされ〔sacrificirt〕」→「犠牲にされ」
16）「ブルジョア的」→「資本主義的」
17）「存在しない」→「現われない」
１８）「発展しない」→「発展するにいたらない」
19）「社会的」－エンゲルス版でも強調されている。
20）「貨幣定在」~エンゲルス版でも強調されている。
21）「物」－エンゲルス版でも強調されている。
22）「激化」－Aggravation→Verschdrfung
23）「収縮させる」→「引き上げる」
24）挿入一「かえって」
25）「地金」→「金属」
26）「動揺した」→「一時的に変調をきたした」
27）「(国内は金貨幣を必要としないということである。それだから，非常の場
｢貨幣資本と現実資本」（｢資本論』第３部第30-32章）の草稿について２９９
合には正貨支払停止が行なわれるのである)」→「・国内では今日すでに金属
貨幣は必要でないということは，いつでも非常の場合にはいわゆる国立銀行の
正貨支払停止が唯一の応急手段としてとられるということによって，証明され
ている」
｛')二二人の個人の場合には，２)どちらにとっても支払差額がマイナスだと
言うのは，滑稽であろう。彼らが互いに相手の債務者でもあれば債権者で
もあるという場合には，もし彼らの債権が相互に等しいのでなければ，そ
の分だけ〔protanto〕3)一方の人は他方の人の債務者でなければならない
ということは，１U]らかである。国と国とのあいだではけっしてそうではな
いのであって,いそうでないということは，すべての経済学者によって次
の命題において承認されているのである。すなわち，支払差額は一国にとつ
て順か逆かでありうるが，一国の貿易差額は結川は均衡しなければならな
い,5)という命題である。支払差額は，それが一定の時期に期限のくる貿
易差額だということによって，貿易差額とは区別されるのである。ところ
で，恐`慌がもたらすのは，支払差額と貿易差額とのあいだの差を短期間の
うちに圧縮するということである。そして，恐‘慌に見舞われ，したがって
まつさきに6)7)期限がくる国民のもとで展開されるような一定の状態は,8）
すでにこのような，)決済期間の短縮を伴うのである。まず地金'0)が送り出
される。Ⅲ)委託販売に山された商品が投げ売りされる。投げ売りするため
に（同時に国内で貨幣を調達するために)'2)商品がlljii出される。利子13)は
上がり，有Iilli証券は卜溝し，｜訓]は解約を通告されIい，（､外国有価証券は
投げ売りされ，この減価した有Iilli証券への投下に外国資本が引き寄せら２
れ，外'三|商品の輸入が減少す'5)る，等々１６)。最後に破産がやってきてそれ
が大量の債椛を清算する。３('7)また１８)破産した国'9)に向けて金属が送られ
もする。なぜなら，（｣その'三|あての手形は不確実であり，したがって支払
は金属でするのが最も確実だからである｡)ｍ⑤a)20)そのうえ，諸国民は数
百万から成っているのであり，したがって－刀の側に打撃を与えるものが
他方の側には打撃とはならない，等々のことが加わる｡21)そのさい，アジ
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アに関してはすべての国22)がたいてい|珂時に，直接または間接に，アジア
の債務者である，という事情が加わる。このようなさまざまな事情が他の
国23)に24)作用を及ぼすと，この国で25)地金輸出２６)が始まり，要するに支払
期限がやってきて，同じ現象が繰り返されるのであるＯ(6)'）
①〔異文〕「外国」－あとから書き加えられている。
②〔異文〕「れ，外国商品の輸入が減少す」－あとから書き加えられている。
③〔異文〕以下の〔本稿４行あとの「加わる｡」までの〕部分は，このパラグラ
フの文のあとにある。この部分は，「Ｉ」という組み込み記号によって，この
箇所に入れるように指示されている。
④〔異文〕「その国あての」－あとから書き加えられている。
⑤〔注解〕この箇所につけられた脚注ａ）をマルクスは仕上げなかった。
⑥〔訂正〕「｝」－この閉じ括弧は，一つ前の文の末尾につけられている。
〔これは，前出の「異文」注③に記載されているマルクスの指示によって，こ
の文のあとに書かれていた部分をこの文の前に組み込んだことに対応する訂正
である｡〕
1）「（」および「）」－削除。
2）挿入一「相互間の取引で」
3）「その分だけ〔protanto〕」→「残高については」
4）「そうではないのであって,」→「そうではない。そして,」
5）「支払差額は－．国にとって順か逆かでありうるが，一国の貿易差額は結局は
均衡しなければならない,」→「一国の貿易差額は結局は均衡しなければなら
ないとはいえ，支払差額はその国にとって||頂か逆かでありうる」
６）「まつさきに」→「いま」
７）挿入一「支払」
８）「状態は,」→「状態，－このような状態は」
９）「このような」→「そのような」
10）「地金」→「貴金属」
11）挿入一「次には」
12）「(同時に国内で貨幣を調達するために)」→「，または国内で輸出に対する
前貸貨幣を調達するために,」
13）「利子」→「利子率」
１４）「有価証券は下落し，信用は解約を通告され」→「信用は解約を通告され，
｢貨幣資本と現実資本」（｢資本論』第３部第30-32章）の草稿について３０１
有価証券は下落し」
15）「れ，外国商品の輸入が減少す」－削除。
16）「’等々」－削除。
17）「（」および「）」－削除。
18）「また」→「そのさい,」
19）「破産した国」→「恐'慌の起きた国」
20）「a)」－削除。（上の注解注⑤を見よ｡）
21）「そのうえ，諸国民は数百万から成っているのであり，したがって一方の側
に打撃を与えるものが他方の側には打撃とはならない，等々のことが加わる｡」
－削除。
22）「国」→「資本主義国」
23）「国」→「関係国」
24）挿入一「十分な」
25）挿入一「も」
26）「地金輸出」→「金銀の輸出」
商業信用の場合に利子が(｡信用国価格と現金価格との差額とし
て)､2)はいってくるのは，ただ，手形の期間が普通のそれよりも長い場合
だけである（長期手形)3)。普通は')そうはならない。そしてこのことは，
各人が一方の手ではこの信用を受け他方の手ではそれを与えるということ
で説明がつく。釘しかしこの場合にこうした形態で〔すなわち利子の形態
で〕割引料がはいってくるかぎりでは，それはこの商業信用によってでは
なく，貨幣市場〔moneymarket〕によって規制されるのである。
1）「（」および「）」－削除。
2）挿入一「商品価格に」
3）「(長期手形)」－削除。
4）「普通は〔sonst〕」→「そうでない場合には〔anderfalls〕」
5）エンゲルス版では，ここに，エンゲルスによるものであることを明記して，
次の文が挿入されている。－「これは私の経験とは一致しない。－F､エ
ンゲルス」
{')かりに貨幣資本〔moniedCapital〕への需要（利子率）と商品の供
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絵（それの相対的供給）とが2)同じものだとすれば，考えている3)商品が
違えば，または'司じ商品でも考えている段階が違えば!)，利子は5)低かっ
たり高かったりするはずである。Ⅲ1844年にはイングランド銀行の利子率
は，４％（１）]から９月まで）と，１１月から年末までの２１/2％および３
％6)とのあいだを動揺していた。１８４５年には，１月から１０月までは２１/２
％，２３/4％，３％で，最後の数か月は３％と５％とのあいだだった。綿花
(フェア・オーリアンズ)7)の平均価格は，１８４４年には６１/４ペンスで，
1845年には４７/８ペンスだった。１８４４年３月３日にはリヴァプールの8）
在庫は627,042梱で，１８４５年３月３日にはそれは773,800梱だった。綿
花9)から推定するのであれば，利子率は10)低かったはずであり，また実際
この期間の大部分をつうじて低かった。しかし，糸から推定するのであれ
ば，利子率は高かったはずである。というのも，それの価格は相対的に高
く，利潤は絶対的に高かったのだからである。’'１｢1845年には，……良質
で手ごろな綿花を重量ポンド当たり４ペンスで買うことができ，このよう
な綿花から４０番手優良２号ミュール撚糸が，ほぼ同様の額を超えないよ
うな支出で，たとえば紡績業者にとって重量ポンド当たり総計８ペンスの
費用で紡がれました。この撚糸は大いに売れまして，1845年の９月と１０
月には重量ポンドあたり１０１/２ペンスまたは１１１/２ペンスで約定されま
した。そして若干の場合，紡績業者たちは，綿花の仕人価格に匹敵するよ
うな利潤を実現したのです｡」（第1994号。「〔商業的〕窮境〔の原因の究
明……のための〕」二院秘密委員会〔報告〕」1848年｡）〔｝〕'2)’
①〔注解〕マルクスは以下の〔四つの〕文での数字を，「商業的窮境の原因の
究|ﾘ]……のための上院秘密委員会報告書。……1848年７月２８Ｒ・（1858年再
刷)』，２３２ページから取った。
1）「｛」－削除。
2）「貨幣資本〔moniedCapital〕への需要（利子率）と商品の供給（それの相
対的供給）とが」→「利子率を規定する，貨幣資本の需要供給が，オウヴァス
トンの主張するように，現実資本の需要供給と」
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について３０３
３）「考えている」→「考察する」
４）「考えている段階が違えば」→「違った段階（原料，半製品，完成生産物）
で考察すれば」
５）挿入一「同じときに」
６）草稿では，ここに，もう一つ「％」が書かれている。
７）「綿花（フェア・オーリアンズ)」→「フェア・オーリアンズ綿花」
８）挿入一「綿花」
９）挿入一「の低い価格」
10）挿入一「1845年には」
11）エンゲルス版では，以下のワイリからの引用を削除して，次の文章を置いて
いる。－「1845年には，重量ポンド当たり４ペンスの綿花から４ペンスの
紡績費用で糸（４０番手優良２号ミュール撚糸）を紡ぐことができ，したがっ
てこの糸は紡績業者にとっては８ペンスかかったのであるが，彼はこれを
1845年の９月と１０月には重鼠ポンド当たり１０１/２ペンスまたは１１１/２ペ
ンスで売ることができたのである。（あとに出てくるワイリの証言を見よ｡)」
ここで「あとで出てくるワイリの証言」というのは，エンゲルス版「第３４
章通貨主義と1844年のイギリスの銀行立法」での引用（ＭＥＷ版５６８ペー
ジ）を指すものであろう。そこでの引用は，抜準録「混乱」の３５２９ページか
ら取られている。
12）草稿でもＭＥＧＡでも，このパラグラフの冒頭の「（」に対応する閉じ括弧
がないが，一応ここに挿入しておく。
’３６０上｜（１）事柄の全体〔dieganzeGeschichte〕は次のことによって
試験すること〔ができる〕｡2)－
かりに，貨幣貸付業者〔moneylenders〕がいなくて，３)現実に機械，
原料，等々が貸付業者〔lenders〕のものであり')，彼らがこれらを（今日
では家屋をそうしているように)，’二１分でもこれらの物の一部を所有して
いる生産的資本家に貸し付ける，と想定するなら,5)貸付可能な「資本」
〔loanable,,Capital"〕6)の需要供給は資本一般〔CapitalUberhaupt〕への
需要供給と同じものであろう。(7)といっても〔資本一般への需要供給と
いう〕この8)文句は不合理なものではあるが。生産者9)または商人にとっ
て商品は彼の資本の－形態ではあるけれども'0)，彼が商品を需要すると
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き,川)彼はけっして資本としての資本を需要するのではない。そうではな
くて，彼は'2)商品それ自体を需要するのであり，それが彼の資本の運動の
なかで資本としてどんな役割を果たすかにはかかわりなく'3)，！⑩商品とし
てそれを買い，それに支払うのである｡｝、このような'3)事‘情のもとでなら，
貸付可能な資本〔loanableCapital〕１６)の供給は，生産的資本家'7)にとっ
ては生産諸要素の供給と同じものであり，商人にとっては商品の供給と同
じものであろう。だが明らかであるのは，’8)利潤の分割がなによりもまず，
この資本のうちのどれだけが貸付可能なもの〔loanable],)であり，どれ
だけがこの資本の充用者の所有物なのか，という割合にまったくかかって
いる，ということである｡）１Ｖ
１）「（」および「｝」－削除。
２）「事柄の全体〔dieganzeGeschichte〕は，次のことによって試験すること
〔tobringtotest〕〔ができる〕｡」→「事柄の全体〔dieganzeSache〕は次の
ことによって決着させられる〔zurEntscheidunggebrachtwerden〕ことが
できる｡」
３）挿入一「その代わりに」
４）「現実に機械，原料，等々が貸付業者〔lenders〕のものであり」→「貸付資
本家たちが機械，原料，等々をもっていて」
５）「彼らがこれらを（今日では家屋をそうしているように)，に１分でもこれらの
物の一部を所有している生産的資本家に貸し付ける，と想定するなら,」→
「彼らがこれらの物を，自分でもこれらの物の一部を所有している産業資本家
に貸し出すとか，または今日の家屋の場合のように賃貸しをするとすれば,」
６）「貸付可能な「資本」〔loanable,,Capital"〕」→「貸付資本」
７）「｛」および「｝」→「（」および「）」
８）挿入一「あとの方の」
９）「生産者」→「産業家」
10）「ではあるけれども」→「であるが」
11）「彼が商品を需要するとき,」→「それでも」
12）挿入一「この独自な」
13）「それが彼の資本の運動のなかで資本としてどんな役割を果たすかにはかか
わりなく」→「この商品が彼の資本の循環のなかで果たすべき役割にはかかわ
りなく」
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について３０５
14） 
15） 
16） 
17） 
１８） 
19） 
挿入一「穀物とか綿花とかいう」
｢このような」→「そのような」
｢貸付可能な資本〔loanableCapital〕」→「貸付資本」
｢生産的資本家」→「産業資本家」
挿入一「このような場合には貸し手と借り手とのあいだの」
｢貸付可能なもの〔loanable〕」→「貸付けられたもの」
'360下｜①ウェゲリン氏（②イングランド銀行総裁)')2)によれば，利子
率は次のものによって規定されている｡3）
回すなわち,「遊休資本の量｣によって(第252号，1857年｡)。「利
子率はただ，投下を求めている遊休資本の量の－指標にすぎまません」
(同前,釘第271号)。のちには，この「遊休資本｣6)は「浮動資本〔floating
capital〕」（第485号）と呼ばれるようになり，また次のものであること
がわかるのである〔turnouttobe〕7)。すなわち，「イングランド銀行券
{準備の状態にある〔inreserve〕｝8)，……地方銀行の通貨〔country
bankscirculation〕，国内にある鋳貨の量9)'0)」（第５O2lDI2)号）であり，
また後には「地金」（同前）（銀行のなかにある｝もこれにはいる'3)。③こ
うして同じウェゲリンは，「われわれｗが事実上遊休資本の大部分の所持
者である」（第1198号）時期には，イングランド銀行は利子率に大きな影
響を及ぼす，と言うのである。（'5)他方，前ロイド氏によれば〔どうなの
かについては〕，前述を見よ｡）（〔オウヴァストンによれば〕'6)イングラン
ド銀行は資本のための場所ではない，のである｡)'5)さらに，第１２５８号
(同じウェゲリン)'7)。「私の思うところでは，割引率は国内にある遊休資
本の量によって規制されます。遊休資本の量はイングランド銀行の準備に
よって代表されていますが，これは事実上地金の準備です。ですから，も
し地金が引き上げられれば，それは国内の遊休資本の量を減らし，その結
果として，残っているものの価値を高くします｡｣'8）
①〔異文〕以下の〔本稿307ページ９行までの〕部分は，〔この草稿360〕ペー
ジの終りの，脚注ｂ）の前にある。マルクスは，「＋＋)」というしるしでこの
箇所を指示している。
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②〔異文〕「イングランド」－あとから書き加えられている。
③〔注解〕このパラグラフの以下の部分の引用のなかの強調はすべてマルクス
によるもの。
ｌ）「(イングランド銀行総裁)」－削除。
２）挿入一「(『銀行法委員会報告｣，１８５７年)」
３）エンゲルス版では改行されていない。
４）「，1857年」－削除。
５）「同前,」－削除。
６）「｢遊休資本〔unemployedCapital〕」」→「遊休資本〔unbescMftigtes
Kapital〕」
７）「また次のものであることがわかるのである〔ｔｕｒｎｏｕｔｔｏｂｅ〕」→「それ
を彼は次のようなものと考えている｡」
８）「(準備の状態にある〔inreserve〕}」→「やその他の国内の流通手段」
９）「……地方銀行の通貨〔countrybankscirculation〕，国内にある鋳貨の量」
→「たとえば地方銀行の銀行券や国内の現存鋳貨」
10）挿入一「……私は浮動資本のうちに諸銀行の準備をも含めて考えます」
１１）「502」－草稿では「501」と誤記されている。ＭＥＧＡは，訂正目録に記載
することなしに，訂正している。
12）挿入一「，503」
13）「｢地金」（同前）｛銀行のなかにある｝もこれにはいる」→「金地金もこれに
はいる（第５０３号)」
14）挿入一「」｛イングランド銀行）「」
15）「（」および「）」－削除。
１６）「前ロイド氏によれば〔どうなのかについては〕，前述を見よ。）（〔オウヴァ
ストンによれば〕)」→「オウヴァストン氏の証言によれば,」
17）「第１２５８号（同じウェゲリン)」→「ウェゲリンは次のように言う」
18）挿入一「(第１２５８号)」
！)これらの「変動（割引率の）は，1844年以来，６０回ばかりありまし
たが，1844年までは，この変動は確かに，同じ長さの期間に１２回ほどし
かありません｡」（ニューマーチ，第１３５８号，同前｡)2）「イングランド銀行
がその銀行部の支払能力を維持するのに頼らざるをえないのは，この部に
ある準備を補充するために同行がなにをできるかということです。ですか
｢貨幣資本と現実資本」（『資本論』第３部第30-32章）の草稿について３０７
ら，イングランド銀行は，流出が進み始めたことを知ると，同行の準備の
安全に目を配らなければならず，割引を引き締めるとか有価証券を売ると
かし始めなければなりません｡」（①第２１０２号。ミル｡)3）(4)準備は，銀行
部だけを見るかぎりでは，預金に比例するだけである5)。ところで6)オウ
ヴァストンたちによれば，銀行部は，「自動的な」〔銀行券〕発行を顧慮
することなく,ただ銀行業者としてだけ行動しなければならない。ところ
が，ほんとうの逼迫〔PreSSUre〕7)のときには，この機関〔イングランド
銀行〕は，８)準備にはかかわりなしに，地金，）に!｡）目を向けるのであ
る。川'2)}4)／
①〔訂正〕「第２１０２号」－手稿では「第１１０２号」となっている。
版でも「第１１０２号」となっていた。ＭＥＷ版では訂正されている｡〕
〔1894年
ｌ）次のニューマーチからの引用は，エンゲルス版では，ここから「第３４章
通貨主義と1844年の銀行立法」のなかに移されている（ＭＥＷ版573ページ)。
２）挿入一「ジョン・ステューアト・ミルは次のように言う。第2102号｡」
３）「(第２１０２号。ミル｡)」－削除。
４）「｛」および「｝」－削除。
５）「預金に比例するだけである」→「預金のためだけの準備である」
６）「ところで」－削除。
７）挿入一「の時期」
８）挿入一「銀行部の」
９）「地金」→「金属準備」
１０）挿入一「鋭い」
11）「である｡」→「であって,」
12）挿入一「支払不能に陥るまいと思えば，そうせざるをえないのである。な
ぜならば，金属準備がなくなるのと同じ度合いで，銀行券での準備もなくなる
からである。そして，このような仕組みをまさに１８４４年の彼の銀行法によっ
てあのように賢明につくっておいたオウヴァストン氏よりもこのことをよく知っ
ている人は，だれもいないはずである｡」
／ /360ｔ／ 
(1997年１月１９日）
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正誤表
｢｢利子生み資本」の草稿について」（本誌第56巻第３号，1998年）
２７ページ下から８行目「より古風なもの」→「古風なもの」
２８ページ上から７行目「より古風なもの」→「古風なもの」
｢｢利潤の分割」の草稿について」（本誌第５６巻第４号，1989年）
９ページ下から５行目「利潤の平均」→「利子の平均」
１３ページ上から９行目「活気の増大」→「が活気の増大」
２８ページ下から１０行目「rektifiziren」→「rectificiren」
｢｢利子と企業者利得」の草稿について」（本誌第57巻第１号，1989年）
５９ページ下から３行目「誤語」→「訳語」
７０ページ上から12-13行目「なお，grossはもともとｎｅｔとすべきところだっ
たであろう｡」－削除
｢｢流通手段と資本」の草稿について」（本誌第６１巻第３号，１９９４年）
２１０ページ上から６行目「505ページ３行目」→「505ページ３３行目」
｢『資本論』第３部第１稿のＭＥＧＡ版について」（本誌第６２巻第２号，1994年）
２４５ページ上から１行目「ofKarlMarx」→「byKarlMarx」
２６６ページ下から８行目「第25～27章」→「第25～26章」
２７０ページ下から２行目「194」→「294」
｢｢銀行資本の構成部分」の草稿について」（本誌第63巻第１号，1995年）
４ページ下から６行目「｢Ⅱ」以降の」→「｢Ⅲ」以降の」
１７ページ上から５行目「〔morgages〕」→「〔mortgages〕」
５２ページ下から７行[’「５７ページ」→「５９ページ」
